
２・３「機械工学振興事業資金」助成事業
２．３．１「メカライフの世界」展（2019年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 開催日 行事名 会場 参加人数

2019.9.28，9.29 メカライフの世界展 北海道科学大学 431名

2019.10.19,10.20 函館高専「メカライフの世界展」 函館工業高等専門学校 200名

2019.7.21，9.8，9.9，
10.6，10.20，10.21

探検しよう機械の世界！ 八戸工業高等専門学校 400名

2019.11.2，11.3，
12.12

さわって動かす機械とロボット 一関工業高等専門学校 200名

2019.7.20 ロボットに触れてみよう！ 長野工業高等専門学校 150名

2019.8.8，8.9 ものづくり体験コーナー（ソーラーカーの製作） 新潟大学 68名

2019.8.9 エンジンの構造，仕組み，働き 福井大学 53名

2019.9.29 富山大学学生フォーミュラ＆ロボコンプロジェクトの実験と体験コーナー 富山大学 600名

2019.11.2，11.3 ロボットやバギー車の操縦体験，軽量滑空機の製作体験！ 石川工業高等専門学校 300名

2019.10.19，10.20 「メカライフの世界」展　わくわくどきどき、メカニカル！2019 群馬大学理工学部桐生キャンパス 1,627名

2019.10.19，10.20 身近な素材を使って流れに関係するおもちゃを作って遊ぼう 東京工業高等専門学校 500名

2019.11.4 先進複合材料の世界～軽くて強い材料～ 日本大学生産工学部 66名

東海支部

2019.6.2，
2019.7.28，8.18，9.8,
2019.8.3,
2019.8.10,
2019.10.5，10.6,
2019.10.12 (台風のた
め中止）
2019.11.2，11.3
2019.11.9，11.10

メカライフの世界展

大同大学,
静岡理工科大学,
岐阜工業高等専門学校,
三重大学,
豊田工業高等専門学校,
豊橋技術科学大学（台風のため中
止）
沼津工業高等専門学校,
鈴鹿工業高等専門学校

4,588名

関西支部 2019.11.16，11.17 関西学生会による「メカライフの世界展」の開催 バンドー神戸青少年科学館 961名

2019.7.6，8.4，8.30 呉高専ミニロボコン 呉工業高等専門学校 130名

2019.7.27，8.6，11.16 作って学ぼう“飛ぶ”のしくみ－クイズ大会＆ペーパーグライダー工作教室―
国富コミュニティーセンター,生
馬公民館,津田小学校

136名

2019.7.30，10.26
連射のできるゴム鉄砲を作ろう！～みんなの知らない工作機械とレーザー加工
体験～

松江工業高等専門学校,三刀屋文
化体育館 アスパル

64名

2019.8.4，11.2，11.16 縦渦により回転する不思議なミニ風車の製作と実験
呉工業高等専門学校,広島産業会
館 東展示場

3,382名

2019.8.24 アルコールランプで動くエンジンを作ってみよう
香川高等専門学校 高松キャンパ
ス

80名

2019.10.12，10.13
水産大学校学園祭（海燕祭）における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工
学」

水産大学校 71名

2019.7.6 大分高専ロボット展 大分工業高等専門学校 600名

2019.7.28 ロボット運動会 2019 九州産業大学 50名

2019.8.3 2019メカワールド in Kagoshima University 鹿児島大学機械工学科 150名

2019.8.8 メカライフの世界展　ようこそメカニカルワールド2019へ 佐賀大学本庄キャンパス 110名

2019.8.10 熊本高等専門学校オープンキャンパス2019「機械工学について知ろう」 熊本高等専門学校八代キャンパス 678名

2019.8.24，8.25，
10.12

ロボメカワールド～ロボット技術と機械工学～ 北九州工業高等専門学校 700名

2019.10.13 サイエンスワールド2019 九州大学伊都キャンパス 500名

2019.10.19，10.20 楽しいメカニカルワールド 長崎市科学館 6,000名

2019.10.26 ゴム動力飛行機を作って飛行コンテスト 鹿児島工業高等専門学校 100名

2019.10.26，10.27 地方発　親子で体験メカワールド2019 日本文理大学　一木キャンパス 550名

2019.11.2 夢科学探検2019 熊本大学黒髪南キャンパス 300名

2019.11.2，11.3 造大祭2019　メカライフの世界展
長崎総合科学大学工学部機械工学
コース

101名

2019.11.3 メカトピア2019 久留米工業高等専門学校 150名

2019.11.3 メカライフの世界展 -箸で橋をつくろう- 佐世保工業高等専門学校 100名

2019.11.4
発展するメカ　－ロボットと遊ぼう－／お湯で動く機械　低温度差スターリン
グエンジン

大分大学旦野原キャンパス 903名

2019.11.10 体験！身近なエネルギー＆フォーミュラーカー
北九州市立大学ひびきのキャンパ
ス

213名

2019.11.17
世界に一つしかないアクセサリーを作ろう ー宮崎の海岸で採集した貝殻を綺
麗に磨こうー

宮崎大学　工学部 200名

2019.11.17 「メカライフの世界」展　ようこそメカワールドへ 都城工業高等専門学校 700名

2019.11.23 ちびっ子エンジニア体験教室 琉球大学工学部 36名

2019.11.23，11.24 工大祭“Starting New Festival” 九州工業大学戸畑キャンパス 250名

合計 40件 26,398名

北海道支部

東北支部

関東支部

北陸信越支部

中国四国支部

九州支部



２．３．２　その他（2019年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 開催日 行事名 会場 参加人数

2019.7.21 函館高専メカニズムフェスティバル 函館市千代台公園陸上競技場 300名

2019.10.19，10.20 楽しいメカワールド2019 釧路工業高等専門学校 200名

2019.11.2 五稜郭ソーラーカヌー大会 特別史跡五稜郭跡 100名

2019.7.26，8.1 第14回・第15回学生のためのなるほど技術者講演会
茨城大学水戸キャンパス,茨城大
学日立キャンパス

211名

2019.8.1，8.2
小中学生のための夏休みメカ教室「ロボットを作って動く仕組みを考えよ
う！」

日本科学未来館 220名

2019.9.28 2019年度 第26回小中高校生向けイベント メカメカフェア2019 スマーク伊勢崎 1,016名

2019.6.15 会員シニア層の活性化事業 刈谷市総合文化センター 27名

2019.8.2 小・中学生のためのものづくり体験教室 トヨタ産業技術記念館 49名

2019.10.29，10.30 機械工学基礎講座 名古屋市中小企業振興会館 35名

関西支部

2019.6.29,
2019.7.13,
2019.7.14,
2019.7.21,
2019.7.24,
2019.7.27,
2019.7.27,
2019.7.28,
2019.7.30,
2019.8.3,
2019.8.6,
2019.8.11,
2019.8.17,
2019.8.17,
2019.8.20,
2019.8.24,
2019.8.27,
2019.9.22,
2019.10.7,
2019.10.19,
2019.10.20,
2019.10.26,
2019.10.30,
2019.12.14

シニア会「親と子の理科工作教室」

笠置小学校,
京都鉄道博物館,
箕面市多世代地域交流センター,
池田水月児童文化センター,
大津真野北公民館,
大津堅田児童館,
堺伝統産業会館,
西宮市越木岩会館,
高槻市三箇牧公民館,
八幡市橋本公民館,
高槻市富田公民館,
大阪市平野区民センター,
バンドー神戸青少年科学館,
堺市教育文化センター ソフィ
ア・堺,
大阪府立大学工業高等専門学校,
摂津新鳥飼公民館,
大津瀬田北公民館,
大阪産業大学サテライトキャンパ
ス,
滋賀大学附属小学校,
箕面市教育センター,
交野第1児童センター,
神戸大学工学部,
和気小学校,
神戸篠原地域福祉センター

513名

九州支部
2019.8.3，8.10，
8.17，8.18，8.23，
11.2

おもしろメカニカルワールド 九州各県 451名

2019.8.10，11 第25回流れのふしぎ展 日本科学未来館 2,400名

2019.11.7 第17回流れの夢コンテスト（※報告書なし） ホテルアソシア豊橋 100名

動力エネルギーシ
ステム部門

2019.8.7
「機械の日」動力エネルギーに関する親子見学会　～日本のものづくりと動力
機関を学び、将来を考えよう～

トヨタ産業技術記念館,あいち航
空ミュージアム,MRJミュージアム

28名

2019.7.13，7.14 コンピュータ支援ものづくり体験 九州工業大学　情報工学部 50名

2019.11.29 セミナー「ものづくり最前線」	
株式会社IHI　横浜事業所　横浜
ラボ

46名

ロボティクス・メ
カトロニクス部門

2019.3.23，3.24 第22回ロボットグランプリ
ギャラクシティ･こども未来創造
館

670名

宇宙工学部門 2019.9.21，9.22 実践セミナー 「宇宙工学夏の学校」 ホテルニュー梅屋 27名

技術と社会部門 2019.11.9 第9回低温度差スターリングエンジン競技会・発表会 大分大学旦野原キャンパス 22名

2019.5.18 わくわく実験講座「風船割ロボコン体験」 熊本高等専門学校 26名

2019.6.15，6.16 第31回知能ロボットコンテスト スリーエム仙台市科学館 1,400名

2019.9.8 夏休みキッズ科学技術セミナー 北海道科学大学 10名

2019.9.29 第19回ロボット・トライアスロン大会 北海道科学大学 103名

合計 23件 8,004名

北海道支部

東海支部

生産加工・工作機
械部門

一般

流体工学部門

関東支部
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2019年度機械工学振興事業実施報告書

「メカライフの世界r展 報告書

2019.10.1

北海道科学大学 工学部 機械工学科

平元理 ll半
宝

1.テ ーマ

(1)ウ ィンドカーの走行体験

(2)ペルチェカーの走行実演

(3)6足 ロボットの走行体験

2,実施年月日

2019年 9月 28日 (土),29日 (日 )0ヒ海道科学大学 大学祭)/

3.実施場所        |
北海道科学大学 G205講義室

4.企画実施者

「機械 と工作のおもしろ隊」 機械工学科  1～ 4年生,35名

5,来場者数

2019年 9月 28日 (上 )

2019年 9月 29日 (日 )

200名

231名

6.実施内容の概要

機械工学科 1年生の前期科目「フレッシュマンセミナー」でグループを作って製作した (1)ウ ィン

ドカー,お よび (2)ペルチェカーを展示し, フレッシュマンセミナーでの取 り組み内容の紹介,ウ ィ

ンドカー・ペルチェカーの動作原理の説明,走行実演および来場者による走行体験を行った。また,卒

業研究の過程で得た知識を活用して製作 した(3)6足ロボット (蟹型ロボット,工 ど型ロボット)の有

線および無線 (Wia)に よる操作体験を行った。             '
米就学児 。小学生とその保護者の方々,大学近隣住人の方々から様々な質問などを受け関心をもって

もらい,機械 (メ カライフ)の楽しさを知ってもらうことが出来たと期待される.
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「メカライフの世界展」報告書 

 

令和元年度「メカライフの世界展」が令和元年 10月 19日（土）～20日（日）に函館高専

にて開催されました．一般市民が多数来校する高専祭にあわせ，実験室の中で展示を行い

ました．ブースには本校の在校生の他，地域の小中高校生や保護者等，約２００名が来訪

しとても盛況の様子でした．展示の内容は， 

・自作した自律型ライントレースマシーンの実演展示 

・リンク機構とスターリングエンジンを実演展示 

・授業で用いている産業用ロボットの実演展示 

・真空状態での物質の変化の実験・体験 

・実習工場にてレーザー加工機を用いた木製プレートの加工，展示および 5 軸マシニング

センタを用いたアクリル棒曲面加工の展示 

などを実施しました． 

本校学生が多くの来訪者に丁寧に対応し，来場者は生活に役立っている機械工学を再認識

した様子でした． 



 



郷磐「,瘍

2019年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部)

「
メ カ ラ イ フ の 世 ゴト 」 展   報 告 書

1.実施責任者名 :八戸工業高等専門学校 機械システムデザインコース 森 大祐

2.行事名 :探検 しよう機械の世界 !

2.開催 日 :2019年 7月 21日 ,9月 8日 日9日 , 10月 6日 日20日 日21日

4.会場 :八戸工業高等専門学校

4.参加人数 :約 400名

5.報告記事 :

延べ 6日 間にわたつて「メカライフの世界展」を開催 した,実演を主とした機械工学の各
分野での展示物だけでなく,電動カー トの試乗や実習工場での風鈴を題材とした鋳物づくり,

文鎮を題材とした金属の切削加工,NC加工体験など,機械工学を知らなかつた中学生や興
味を持つていなかった生徒が多数参加できるよう工夫を凝らしている また,特定の分野の

見学 日体験だけに留まらず,様々な分野を体験 し知ってもらう目的で,スタンプラリーを企

画 した ペーパーブリッジ (材 力),髪の毛の強度測定 (材料),3D― CADに よるバーチヤ
ルエ作Iラ イントレースロボット (制御)な どをまわることでスタンプラリーを達成 しても
らい,参加者に機械工学の楽しみを幅広く体感 していただいた .
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2019メカライフの世界展
機械工学振興事業資金報告書 (=関高専 )
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3Dプリンタによるアクセサリ教室高専祭 (2019-11-03)



2019メカライフの世界展
東北支部補助分 (―関高専 )

Eレ代ッ ト瘍静支メヽ 冬 (2019二 12T12)



2019年度 「メカライフの世界」展 報告書 

 

1. テーマ名： 

ロボットに触れてみよう！ 

 

2. 実施年月日：2019年 7月 20日(土) 

 

3. 企画者： 

(1) 大学・高専名：長野工業高等専門学校 

(2) 研究室名：宮下研究室 

(3) 企画実施に参加した学生：長野高専機械工学科 5年 赤澤虎太郎, 赤羽聖, 篠原涼雅, 亘智哉 

 

4. 来場者数： 

150名程度の見学者（中学 3年生，保護者） 

 

5. 企画内容 

(1) カメラを用いた追尾型ロボットの実演 

アヒルを模した追尾型ロボットを製作し，本校の体験入学で実演を行いました．本校学生がカメラに

よる画像認識及び制御方法や，3Dプリンタによるアヒルのモデリング方法について，中学生及びその

保護者に説明を行いました．カメラによる追尾の仕組みや 3D プリンタの造形力などに関心を持たれ

たようで，機械工学の一部を感じていただけたかと思います．今後もこのような実演を通して，機械工

学の素晴らしさ，面白さを発信していきたいと思います． 

(2) ロボット加工機を用いたキーホルダーの製作 
本校の体験入学にて，NCフライスを用いてステンレスプレートに文字などを彫刻し，オリジナルの

キーホルダーを製作してもらいました．中学生及びその保護者に加工機の自動化の話をした後，CAD

でキーホルダーの彫刻デザインをしてもらいました．その後，NCフライスで彫刻加工を行い，ステン

レスプレートを事前にレーザーカットしておいた歯車型の木ベースにリベットで取り付ける作業をし

てもらいました．加工作業の自動化の部分と手作業の部分の両方を体験してもらったこと，また簡単な

CAD 操作を体験してもらったことで，機械工学に関する間口が広くなったのではないかと思います． 

6. 写真：  

  



メ″。ンと
'

2019年度 「メカライフの世界」展 報告書

1.テーマ名 :

ものづくり体験コーナー (ツ ーラーカーの製作)

2,実施年月日 :2019年 8月 8日 (木)～9日 (金)

3.企画者 :

(1)大学 。高専名 :新潟大学

(2)研究室名 :工学部 工学科 機械システムエ学プログラム 平元 和彦 教授

(3)企画実施に参加した学生 :新潟大学 機械系 院生会のメンバー

4。 来場者数 :

29組の親子.10名程度の見学者

5。 企画内容

(1)新潟大学オープンキャンパスにおいて,実習科目の体験版として、ノーラーカーを製作するイベント

を実施した。高校物理における実験の時間が少ない昨今、ノーラーカーの製作と走行実験を通して、理

科・数学と現実問題との結び付けが出来るように考えられた企画である。ノーラーパネル、DCモータ、

機械要素に触れる事で、昨今のエネルギ・環境問題と機械工学の関連性を考えて貰うよい機会となった。

製作後は、各自が製作したノーラーカーを使つて競技会を実施することで、楽しい企画になった。

(2)も のづくりをした経験が少ない高校生に、部品からの自由工作を体験して賞う事で、ものづくりの楽

しさを知ってもらい、さらには機械工学への関心を高める事ができたと考えている。本企画は、機械工学

やエネルギ問題への関心を持つて貰うことで、機械系学科への進学を促 し、将来の機械系人材の確保ヘ

つなげる効果を期待したものである。さらに、完成した作品を持ち帰ることで、家族にも機械工学やエネ

ルギ問題への関心を持つて貰う効果が期待される。
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Ⅲ

6。 写真

7.収支決算

上記の通りで相違ありません。

令和元年 8月 20日

N9.`ο (多を)

決算 :収入

決算 :支出

霧

■― ⅢヽH藍 ■ oヽ▼ 争ぃε

■ すt

項 目 合計 備考

収入 機械工学振興

事業資金より

15,000

収入合計 15,000

項 目 単価 数量 合計 備考

支出 ユニバーサル フ

レームセット

480+税 6 2880+税

ユニパーサル ア

ームセント

336+税 8 2688+税

プー ジー 1976+税 1チ式 1976+税

太陽電池 300+税 20 6000+税

ク リップ付 コー

ド20本入 り

345+税 l 345+税

支出合計 15,000

会計担当 新潟大学 工学部 ゑ /1＼ 為 /
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2019年度 「メカライフの世界」展 報告書 

1. テーマ名：エンジンの構造，仕組み，動き 

2. 企画者： 

(1) 大学・高専名：福井大学 

(2) 実施責任者：吉田達哉 

(3) 企画実施に参加した学生： 

浅妻克哉，教野宏剛，桐山貴，西川正敏，藤田裕人，古市和暉，森史祐，水野聡太 

4. 来場者数： 

 高校生：48名  保護者：5名 

5. 企画内容 

本企画は 8 月 9 日に開催された福井大学オープンキャンパスの中で，高校生を対象として実施された

企画である．「エンジンの構造，仕組み，動き」と題して，普段触れることがないエンジン内部に触れ，

構造・仕組み・動きを理解することで，機械および機械工学に対する興味・関心をより高め，高校生に機

械工学に関連する学科への進学を進路のひとつとして考えてもらうことを目的としている． 

始めにエンジンの構造と仕組みについてスライドで説明を行った．そのなかで，エンジンと機械工学と

の関連性についても解説を行い，これから分解するエンジンと機械工学の関わりについて理解してもら

えるように努めた．その後，5グループに分かれて各グループ 1台ずつホンダスーパーカブのエンジンを

与え，分解を学生がサポートしながらエンジンの仕組みと工具の使い方について解説を行った．部品の

取り外しや取り付けで手間取っていた班もあったが生徒たちは学生のサポートを受けながらエンジンを

分解した後，再度組み立てて元の状態に戻すことができた．その後，屋外にてエンジンを始動させ，3台

を無事に始動させることができた（時間の都合上，残り 2台は始動させなかった）．始動の際には簡易的

なマフラーを付けた状態と外した状態でエンジンを動かしマフラーの効果を示した． 

最後に参加者アンケートを実施したが，もともとエンジンや車，学生フォーミュラに興味を持っている

生徒も多く，エンジンの分解・組立に参加できて良かったという回答が多かった．大半の生徒が企画に満

足してもらえたようだった． 

 

7. 写真： 

 

 



斜鬱、砕?

2019年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ

=ラ
イ フ の 世 界 」 展   幸屁告 書

1.テーマ名 :さ わって動かす機械とロボット

2,実施年月日:令和 元 年 11月 2日 ～3日

3.企画者 :

(1)大学 。高専名 :―関高専

(2)研究室名 :未来創造工学科 機械 。知能系

(3)企画実施に参加した学生名
金田祐樹,松坂遼, 白石紗輝,福井彩華 (機械工学科 5年 )

4.来場者総数 :約 150名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):

―関高専 未来創造工学科 機械 ,知能科における研究・教育を PRするために,学園祭
で実際にふれて動かせる機械とロボットを公開している.本年度は改組三年目を迎え,移
動ロボットや 3Dプリンタによる小型風車等学生の授業による作品に加えて,3Dプ リンタ
を活用したアクセサリ製作数室なども企画し,機械工学の持つ様々な面を一般来場者に伝
えた。

6.企画報告ホームページ URL

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

別途添付

8.収支決算報告 :この報告書に添付してください。
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2019年度 「メカライフの世界」展 報告書 

 

1. テーマ名： 

富山大学学生フォーミュラ＆ロボコンプロジェクトの実験と体験コーナー 

 

2. 実施年月日：2019年 9月 29日(日) 

 

3. 企画者： 

(1) 大学・高専名：富山大学 

(2) 研究室名：富山大学学生フォーミュラロジェクトおよびロボコンプロジェクト 

(3) 企画実施に参加した学生： 

富山大学学生フォーミュラロジェクトおよびロボコンプロジェクト計 20名程度 

 

4. 来場者数： 

150組の親子．300名程度の見学者（夢大学 in工学部 2019全体の来場者は約 1,200名） 

 

5. 企画内容 

富山大学工学部で開催される夢大学 in 工学部 2019 との同時開催を行った．学生フォーミュラおよびロボ

コンプロジェクトでは実際に使用する実機を展示するとともにパネルにより動作原理を簡単なモデルにより

小中学生およびその保護者に対して説明を行った．学生フォーミュラではボディーを外し内部が見える展示を

行い，また，運転席に座ってもらう体験を行った．ロボコンプロジェクトでは過去の実機の部分展示および自

作ロボットを用意し，楽しみながら体験してもらった．どちらのプロジェクトの展示にも 150 組 300 名程度

の参加者が展示説明を受け体験を行った． 

 

6. 企画報告ホームページ： 

http://www3.u-toyama.ac.jp/yume/2019/ 

 

7. 写真：  

学生フォーミュラロジェクト 

 



ロボコンプロジェクト 

 

 

8. 収支決算： 

・収入 

機械工学振興事業資金より：25,000円 

・支出 

消耗品等：25,000円 
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2019年度 「メカライフの世界」展 報告書 

 

1. テーマ名：ロボットやバギー車の操縦体験，軽量滑空機の製作体験！ 

 

2. 実施年月日：2019年 11月 2日（土），3日(日) 

 

3. 企画者： 

(1) 大学・高専名：石川工業高等専門学校 

(2) 研究室名：金属材料研究室 

(3) 企画実施に参加した学生： 

竹内大地, 吉谷公孝, 和泉亘輝, 橋本裕朔, 宮本耕大 

 

4. 来場者数： 

150組の親子．300名程度の見学者  

 

5. 企画内容 

本企画は 11月 2日,3日の 2日間開催された石川工業高等専門学校のオープンカレッジの中で，小中学

生や保護者を対象に実施した企画である．企画のテーマは「体験！ものづくりの世界」と題し，「ロボッ

トおよびバギー車の展示・操縦体験」「小型ペットボトルロケットやプルバックカーの製作」を実施した．

各内容は以下の通りである． 

 

(1) ロボットおよびバギー車の展示・操縦体験 

アームロボットをリモコンで操作し， 3 分間で飴やキャラメルを拾い上げるゲーム感覚の操縦体験を

実施した．子ども達のみならず，保護者も熱心に操作をしており，非常に盛り上がった企画となった．   

 本校学生たちが課外活動にて製作したバギー車の展示をした．当初の計画では，操縦体験も行う予定

であったが，安全面の配慮から展示のみとなったが，機械工学への興味・関心を抱いてもらえるよい機

会となった． 

 

(2) 小型ペットボトルロケットやプルバックカーの製作 

当初の計画では，「小型航空機の製作」であったが，準備費用・期間の問題から，「小型ペットボトル

の製作」への変更が必要となった．ペットボトルロケットやプルバックカーの製作から射出・実走実験

を通じて，手を動かすモノづくりだけでなく飛ぶ・走るなどの機械工学の基礎的な原理を体験してもら

い，機械工学の世界を体感してもらえた様子である． 

 

6. 企画報告ホームページ： 

https://www.ishikawa-nct.ac.jp/navi/open/photo.html 

 →2019年度の様子は後日公開予定 



7. 写真：（※１枚程度、良い写真があれば、添付をお願いします。） 

   

小型ペットボトル製作の様子  小型ペットボトルの射出実験の様子 

 

8. 収支決算： 

決算：収入 

 項目 単価 数量 合計 備考 

収入 機械工学振興事業資金より     25000   

  石川高専より     74   

収入合計       25074   

 

決算：支出 

 項目 単価 数量 合計 備考 

支出 教材一式       詳細は下記の通り 

  ビニールテープ 56 8 448   

  コンパクトスケール 4280 1 4280   

  メジャー 2080 1 2080   

  マッキー（8色セット） 818 3 2454   

  ロート 1280 1 1280   

  計量カップ 358 1 358   

  カッターマット 1380 2 2760   

  ハサミ 768 3 2304   

  厚紙 108 1 110   

  アルバイト 1000 9 9000 4.5時間×2名 

支出合計       25074   
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「メカライフの世界」展  報告書 
 
 
１．テーマ名： わくわくどきどき、メカニカル！２０１９ 
 
 
２．実施年月日： ２０１９年１０月１９日（土）・２０日（日） 
 
 
３．企画者： 
 （１）大学・高専名 群馬大学 理工学部 機械知能システム理工学科 
 
 
 （２）研究室名  材料力学研究室，熱流体工学研究室，流体理工学研究室， 

ロボット研究会，システム制御研究室 
 
 
 （３）企画実施に参加した学生名 松島慶幸，飯塚知季，角館春輝，千島周，茂木達哉，村上一

輝，川村大輝、小関智也，小林大将，須藤悠樹，FAIEZ BIN MOHD NIZAM，

MOHAMMAD SHOLIHIN BIN MOHD ROSHIDI，MUHAMAD IRFAN ZUHDI BIN MAT NOR、佐

藤航平，永廣怜平，矢島颯大，新井 翼，石井翔太，中村佳貴，橋本大樹，半

田圭佑，綿貫翔太，荒巻脩平，飯浜勇輔，伊勢隼人，金井宥都，草間將督，小

林哲也，菅原大聖，関根海斗，樋川大地，松岡優介、古田樹男，猪股 諒，宮木 

康輔，大山 慧悟，谷大樹，長谷川誠，加藤隼，坂本好輝，彦坂太一，森川樹，

東海林孝一，佐々木大，DAO THAI DUONG 

 
４．来場者総数： のべ 1,627名 
 
 
５．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文となります）： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．鮮明な写真を１枚貼付してください。 
 次のページに貼付する。 
 
 
７．収支決算報告：この報告書に添付してください。 
 
  

群馬大学理工学部学園祭「群桐祭」の企画「サイエンステクノ教室 2019」に、群馬

大学理工学部機械知能システム理工学科（研究室組織は大学院理工学府知能機械創製

部門）の学生が中心となって、5 つのブースを設けた。具体的な出展内容は、（1）UV

レジンでオリジナルアクセサリーを作ろう、（2）ドライヤーを使ってボールを取り出

そう!、（3）ペットボトルロケット教室、（4）ロボット体験・展示、（5）ロボット

と遊ぼう!!。当日は、学園祭や他のサイエンステクノ教室の出展団体ともに、こども

達の興味をひく内容であったことから、多くの方々が来場された（のべ 1,627 名）。

本出展団体およびその構成員は、こども達だけでなく保護者の方も十分に楽しめる出

展を行い、日頃気にとめることの少ない科学技術、特に機械工学について、体験的に

知ってもらう良い機会になったと考えている。 



  
光で固まる楽しいアクセサリー作り 

 

ブロックを使ったロボット組み立て中 

  
迷路の出口を見つけるロボットに夢中 風を当ててもボールが浮く？ 

 

 
 

 

発射前の緊張のひととき あっという間にロケットが飛んでいく 
 



令和 2年 1月 14日 

 

2019年度機械工学振興事業資金 事業報告書 

 

東京工業高等専門学校 

機械工学科・講師 

小山幸平 

 

1. 行事名  身近な素材を使って流れに関係するおもちゃを作って遊ぼう 

2. 開催年月日  令和元年 10月 19日（土）、20日（日） 

3. 場所  東京工業高等専門学校 

4. 運営スタッフ  代表者 機械工学科・講師 小山幸平 

 学生 20人 

5. 来場者数  約 500人 

6. 概況報告 

本行事は、東京工業高等専門学校文化祭「くぬぎだ祭」の機会をとらえて、来場者のうち、

主として小中学生を対象とした手作り工作教室として実施しました。機械工学における主

要分野のひとつである流体工学に関わる内容のものづくりとして、参加者が容易に工作で

きる紙や木材などによるブーメラン、竹とんぼ、風船ホバークラフト、風車づくりを行いま

した。小学校低学年の参加者は保護者と協力して製作し、学生スタッフの説明を聞きながら

熱心に製作に取り組む姿が多く見られました。完成後は、竹とんぼを飛ばす、風車を回すな

ど、それぞれのおもちゃで遊び、ものづくりの楽しさを実感している様子を見ることができ

ました。 

 

 



「メカライフの世界」展 報告書 
 
１．テーマ名  ：先進複合材料の世界～軽くて強い材料～ 
２．実施年月日：2019 年 11 月 4 日 
３．会場      ：日本大学生産工学部 12 号館 212 室 
４．企画者： 

（１） 大学名      ：日本大学生産工学部 
（２） 研究室名  ：坂田研究室 
（３） 企画代表者 ：坂田憲泰 

 
５．来場者数：66 名（2 回の総人数） 

午前の部：38 名，午後の部：28 名 
 
６．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文になります： 

はじめに，パワーポイントで身近な材料，複合材料の起源，繊維強化プラスチック（FRP）
の特徴などの説明を行った．そして，サンドイッチ材の特徴や使用例，断面積が構造物の曲げ

特性に与える影響などの説明を行った．次に，心材単体，VaRTM で一体成型した CFRP サン

ドイッチ材の三点曲げ試験を行い，サンドイッチ材が軽量で高剛性であることを確認した．最

後に，参加者全員に CFRP の表面材 2 枚とコア材 1 枚を配布し，CFRP サンドイッチ材の成形

を行い，参加者にサンドイッチ材料の特徴を確認してもらった． 
 
７．鮮明な写真を１枚貼付してください。 

 

 



機械工学振興事業（メカライフの世界展）報告書 

１．テーマ名： 
  ブラスト加工でキーホルダーなどオリジナルグッズを作ろう 

２．実施年月日： 
  2019年 6 月 2日 

３．団体名，企画者など： 
（１）大学・高専名

大同大学
（２）研究室名

宮本研究室，坪井研究室
（３）企画実施に参加した学生名

山根和也（修士 2 年），伊藤絢哉（修士 2年），横井崇史（修士 1 年），井上貴寛（学
部 4年），藤井啓輔（修士 1年）

４．来場者数総数： 
  約４０名 

５．企画者から一言： 
  大同大学オープンキャンパス春に合わせて，高校生，保護者の方を対象に 2019 年 6 月

2 日(日)15:00～16:00 で実施しました。ブラスト加工の原理などについてポスターを使
って説明した後、それぞれ自分でマスキングシートに好きなデザインをし、グラスなど
に貼り付けました。デザインが完成した人から実際のブラスト加工機を使って、自分で
加工を行い、その作品をプレゼントしました。喜ぶ姿や意見が多く聞かれ、少しでも機
械や加工が身近に感じられたと思います。 

６．企画報告ホームページURL：http://www.daido-it.ac.jp/~j-miya/news.html 

４－１
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７．写真： 

４－１
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機械工学振興事業（メカライフの世界展）報告書 
 

１．テーマ名： 
車椅子誘導ロボットの展示・走行・体験会 

 
２．実施年月日： 

2019 年 7 月 28 日（日）10:00~16:00 
2019 年 8 月 18 日（日）10:00~16:00 
2019 年 9 月  8 日（日）10:00~16:00 

 
３．企画者： 
（１）大学・高専名 

静岡理工科大学 
（２）研究室名 

メカトロニクス研究室（飛田研究室） 
（３）企画実施に参加した学生名 

石川隆介（学部４年），伊藤風雅（学部４年）， 
進士直也（学部４年），長橋孝哉（学部４年） 

 
４．来場者数総数： 

オープンキャンパス来場者総数 1,063名 
（内訳） 

7 月 28 日（日）426名， 8 月 18 日（日）502名， 9 月 8 日（日）135名 
このうち展示説明者数は約130名，試乗体験者数は約10名 

 
５．企画者から一言： 

静岡理工科大学オープンキャンパスに合わせて，高校生，保護者の方を対象にメカ
トロニクス研究室で開発中の施設内手動車いす誘導ロボットの展示・走行・体験を行
った．研究紹介，学会での発表内容などをスライド，ポスターで紹介し，希望者には
車いすに搭乗していただき，走行を体験していただいた．また，障害物検知用センサ
の検出結果をリアルタイムにモニタに表示し，ロボットが見ている周囲の状況につい
て来場者の方に理解を深めていただいた． 

 
６．企画報告ホームページURL： 
http://www.sist.ac.jp/navi/opencampus/ 
 



７．写真： 

  

 

 
  



「機械工学振興事業（メカライフの世界展）」報告書 

１．テーマ名：五感で理解 機械工学 

２．実施年月日：2019 年 8 月 3 日（土） 

３．企画者：専攻科２年  
（１）大学・高専名

岐阜工業高等専門学校
（２）研究室名

機械工学科における全研究室
（３）企画実施に参加した学生名 専攻科 先端融合開発専攻 川島優介・広瀬智史

機械工学科 4 年生 10 名，5 年生 37 名， 専攻科生 5 名

４．来場者総数 899 名 

５．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文等となります）： 
中学生とその保護者さんを対象とし「五感で理解 機械工学」と題して，多様な機械工

学分野の紹介と展示・実演を行った。具体的な内容は，空調の仕組み，深絞り加工，モデ
ルロケットの展示，3D プリンタによる造形，ＣＡＥ解析，七宝焼き体験，およびミニ四
駆コースなどである。全般に，見学者は機械工学分野の幅広さに興味を持ち，よい機械工
学のＰＲの機会となった。

６．企画報告ホームページ URL： 
http://www.gifu-nct.ac.jp/admission/open_campus/ 

７．鮮明な写真を１枚貼付してください。 
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「機械工学振興事業（メカライフの世界展）」報告書 

１．テーマ名 
機械工学の最先端を知ろう！ 

２．実施年月日 
２０１９年８月１０日 

３．団体名、企画者など 
(1) 大学・高専名

三重大学大学院工学研究科機械工学専攻
(2) 研究室名

機械工学コースに所属する１２研究室
(3) 企画に参加した学生名

野村 晃史、山本 和哉

４．来場者数 
述べ 608 名 

５．企画者から一言 
２０１９年８月１０日に開催された三重大学工学部のオープンキャンパスに併せて、「メカライフ

の世界展：機械工学の最先端を知ろう！」を開催しました。猛暑の中、約６００名もの高校生や保護
者の方々に来場され、機械工学コースに所属する各研究室のオープンラボを見学されました。教員や
学生たちの研究紹介・説明を通じて多くの方々に機械工学への興味を持って頂けたと思います。 

６．企画報告Web ページURL 
無し 

７．「メカライフの世界展」当日の様子 
別紙１添付 

８．収支決算報告 
別紙２添付 
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<別紙１> 
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「機械工学振興事業（メカライフの世展）報告書 

１．テーマ名：実習教育の成果物の展示と有志による自作ロボットの公開・実演 

２．実施年月日：令和元年 10月 5日（土），6日（日） 

３．企画者： 
（１）大学・高専名 豊田工業高等専門学校

（２）指導教員 機械工学科 中村裕紀

（３）企画代表者 機械工学科 4年 片山徹哉

４．来場者総数：（2 日間延べ）1240 名 

５．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文等となります）： 
  10 月 5 日（土），6 日（日）の 2 日間にわたり，「メカライフの世界展」を豊田工業
高等専門学校オープンキャンパスと同時に開催した．内容は，3 年次の実習にて製作した
自動リンゴ皮むき機，回転寿司機などの成果物や学園祭にて展示予定のホバークラフト，
エコランカーなどの展示，電子顕微鏡による画像観察，空気圧で動くハンドリングロボッ
トなどを体験していただいた．中学生を始めとした多くの来場者には機械工学の楽しさを
PR することができた．

６．企画報告ホームページ URL： 
  https://www.toyota-ct.ac.jp/examinee/open-campus/ 

７．鮮明な写真を１枚貼付してください。 
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「機械工学振興事業（メカライフの世界展）」報告書 

１．テーマ名： 
ロボットの展示･操縦体験･ロボコンの世界をのぞいてみよう!

２．実施年月日： 
2019 年 10 月 12 日(土) 

３．企画者：学部 3 年 機械工学課程 井上 晴渡 
（１）大学・高専名

豊橋技術科学大学
（２）研究室名

豊橋技術科学大学ロボコン同好会（当団体は研究室ではなくサークルです）
（３）企画実施に参加した学生名

白井由吾，鈴木啓介，高橋快斗，伊藤寛記，秋田健成，足立征士，岩月健斗，
岡本岳人

４．来場者総数： 
 【台風のため中止】 

５．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文等となります）： 
 私たち、豊橋技術科学大学ロボコン同好会は 10 月 12 日に行われる予定の技科大祭で、
NHK 学生ロボコンに出場したロボットの展示・大会の様子の動画を放映し，ロボットや
ロボットコンテストに興味を持ってもらうとともに，部員が自作したミニロボットを、来
場者の子供たちに操縦体験をしていただき，操縦体験を通して、ロボットの構造を学んで
もらう予定でした． しかしながら，当日台風のため，技科大祭そのものが 12 日は中止，
13 日は学内関係者のみとなってしまい，開催できなくなりました．

６．企画報告ホームページ URL：無 
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７．鮮明な写真を１枚貼付してください。(中止だったため，写真は昨年度のものです) 

８．収支決算報告：この報告書に添付してください。 

 別紙添付 
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「機械工学振興事業（メカライフの世展）報告書 

１．テーマ名： 
コンピュータを用いて機械を動かしてみよう！

２．実施年月日： 
 2019 年 11 月 2 日から 3 日 

３．団体名、企画者など 
（１）大学・高専名

沼津工業高等専門学校
（２）研究室名

沼津工業高等専門学校 機械工学同好会
（３）企画実施に参加した学生名

 機械工学科 5 年岩田 修二 
機械工学科 5 年猪多 洋介 
機械工学科 5 年佐野 笙太郎 
物質工学科 3 年河合 優哉 
物質工学科 1 年 村松 勇 

４．来場者総数： 
 約 200 名 

５．企画者から一言： 
本校高専祭においてメカライフの世界展「コンピュータを用いて機械を動かしてみよ

う！」を実施した。シングルボードコンピューターのひとつであるラズベリーパイを用い
た DC モータ制御と，Arduino と processing 言語を用いて GUI で制御するステッピング
モータの回転速度の制御とステップ数の制御を説明し実演した． 角速度・トルク・慣性モ
ーメント等を計算して仕様を策定し，モータ選定することを伝えるとともに，プログラム
により回転運動を制御できることを示した．シングルボードコンピューターのハードウェ
ア，ソフトウェアおよびデータ通信について多数の来場者に知っていただき，工学の楽し
さを理解していただくことができた．

６．企画報告ホームページ URL：無 

７．鮮明な写真を１枚貼付してください。 
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「機械工学振興事業」報告書 
 
１．テーマ名： 

ロボット化について考える創造工学展 
 
２．実施年月日： 

２０１９年１１月９日、１０日 
 
３．団体名 

（１）鈴鹿工業高等専門学校（２）機械工学科（３）第４学年 
 
４．来場者総数： 

538 名 
 
５．企画者からの一言： 

社会のニーズに対して，その本質的な問題を見つけ出す能力の育成を目的として、鈴鹿工業高等
専門学校 機械工学科では、校内ロボット化をテーマに、ニーズ探し・アイデア討論から設計・製
作・設置・実演・廃棄までの一連のプロセスを体験する授業（創造工学）を実施している。「メカ
ライフの世界」展は、高専祭（学科展示）に、創造工学で製作したロボットを出展・実演する形
で開催した。電動ドリルとパイプ椅子を利用した自走パイプ椅子、板でたたいて汚れを落とす黒
板消しクリーナ、ペットボトル圧縮機、梯子を利用した荷物昇降機など６台のロボットを展示・
実演した。多くの来場者があり、盛況のうちに終えることができました。 

 
６．企画報告ホームページ： 

無 
 
７．写真 

 



 
2019 年 12 月 10 日 

 
2019 年度「メカライフの世界」展 開催報告 

学生会幹事長 浅野 等（神戸大学） 
 
日時 
 2019 年 11 月 16 日（土）10:00～17:00， 
        17 日（日）10:00～16:30 
 
会場 
 バンドー神戸青少年科学館 （「関西文化の日」により，開催日は入館無料） 
 
参加人数（学生会 ボランティア含む） 
 17 日午後：前日準備 学生会 45 名， 18 日：81 名， 19 日：83 名 
 
来場者数（延べ人数） 
 18 日：531 名（2018 年度 411 名）， 19 日：430 名（2018 年度 679 名） 
 合計 961 名（2018 年度 1090 名） 
 
内容 
展示：見えない「熱」を体感しよう（神戸大），なんでもつかめるロボットハンド（神戸市高専），二足

歩行ロボットで遊ぼう！（大阪産大），パイプオルガン（関西大），力が伝わる仕組み（近畿大），AGV
レースとじゃんけんロボット（同志社大），マスタースレーブ式ロボット（龍谷大），ミニ鉄道の中を

のぞいてみよう！（摂南大），やわらかロボット（和歌山大），低燃費競技車両＆機関車（明石高専），

LaQ 鹿（奈良高専），日本刀から紐解く焼き入れ技術（大阪工大） 
工作：割りばしパチンコ（兵庫県大），風船ホバークラフトを作ろう！（大阪大工），カエルジャンプ（阪

府大）， 坂道歩行ロボットを作ろう（大阪電通大） 
 統括：大阪大基礎工（副委員長校） 
 
報告 
 小学生を中心とした子供を対象に，様々な物理現象やその原理を応用した機械の実演など，機械を用

いた遊びを体験してもらう「メカライフの世界」展を，例年どおり開催した．昨年度も感心したが，今

年度も統括の指示のもと準備も適切になされ，当日の運営もトラブルなく順調であった．展示の見せ方

を状況に合わせて工夫をしたり，作成した工作物を使った子供たちの遊びにも全力で付き合い，ひっき

りなしに来る子供たちに丁寧に対応していた．今年度は，来場者数に大きな波はなく，来場者の延べ人

数は 1000 人弱で昨年より 100 名ほど少なかったが，二日間通してゆったりと楽しんでいただけたと思

う．参加者の感想にも「3 時間休憩せずにたっぷり楽しみました」との声もあった． 
 学生が貴重な経験をさせていただく機会となり，会場のご提供と企画運営へのご指導，ご協力いただ

いたバンドー神戸青少年科学館スタッフの方々，多様な支援をいただいた関係各位に，この場を借りて

深く感謝申し上げます． 
 
 



令和元年９月１０日 
 
 

「機械工学振興事業基金」  事業報告書 
 
 

呉工業高等専門学校 野村高広 
 
１．テーマ名：  呉高専ミニロボコン 
 
２．開催年月日： 令和元年 ７月 ６日（土）10:00～12:00 （講習会） 

令和元年 ８月 ４日（日）10:00～15:00 （本大会） 
令和元年 ８月３０日（金）（本大会入賞生徒へオリジナル表彰盾の授与） 

 
３．大会会場   呉工業高等専門学校 機械工学科棟 3階 M3教室 
 
４．大会運営   呉工業高等専門学校 機械工学分野 野村高広，尾川 茂，山田祐士 
         および 学生スタッフ 
 
５．来場者数：  講習会 計３０名（受講者１４名，保護者１６名） 

本大会 計１００名（選手中学生２２名，引率教員・保護者・生徒７８名） 
 
６．概況報告 
 動物や昆虫のように歩行ロボットによりスピードを競う呉高専ミニロボコンを９月８日（土）の学
校見学会に併せて開催しました．エントリーした中学生は２２名（中学校としては６校）．引率教
員・保護者・生徒を含めると大会会場では常に３０名以上の賑わいとなりました． 

1台ずつのタイム計測方式による激戦の中，優勝ロボットは 4足歩行タイプの模型ロボットを競技
用に効果的に改造したものでした． 
今回はアップダウンやトンネルを含むコースチェンジセクションを設けた通常のミニ四駆レースと

同じコースとしたため，自作の歩行ロボットで全員が完走することは困難でしたが，アイデアにあふ
れる２２台の歩行ロボットの登場に会場は大いに盛り上がりました． 
なお，本大会の事前勉強として７月６日（土）にミニロボコン講習会を呉高専にて開催しました．

また，上位入賞した生徒へは，アクリル板で製作したオリジナルの表彰盾を授与しました． 
 
７．大会に関連した行事の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大会に向けた事前のミニロボコン講習会の様子．   大会では多くの中学生に参加頂きました． 

 
８．HP掲載等 
以下の呉高専の HP内で紹介しました． 
・令和元年７月６日（土）付け呉高専日誌：「公開講座 呉高専ミニロボコン講習会」 

・令和元年８月４日（日）付け呉高専日誌：「第４回 呉高専ミニロボコン」大会概況及び大会結果 

・8月新着情報：「第 4回呉高専ミニロボコン（2019.8.4開催）」入賞結果のお知らせ 

 

９．本テーマの大会運営が御助成により無事完遂できました事に深く御礼申し上げます． 



2019年度「機械工学振興事業資金」行事報告 
 

 

【実施責任者】 

松江工業高等専門学校 機械工学科 教授 高尾 学 

 

【行事名】 

作って学ぼう“飛ぶ”のしくみ ―クイズ大会＆ペーパーグライダー工作教室― 

 

【開催日】 

令和元年 7月 27日(土)～令和元年 11月 16 日(土)に島根県内の 3 か所で開催 

 

【会場】 

国富コミュニティーセンター（出雲市） 

生馬公民館（松江市） 

津田小学校（松江市） 

 

【参加人数】 

136 名 

 

【行事内容】 

一人でも多くの小学生に機械工学への興味を持ってもらい，次世代の機械分野や航空分野を担

う技術者を育むため，飛行機を題材とした工作教室を開催した。この教室は，次の流れに沿って

実施した。 

 

 (1) 開講式・・・会場あいさつ，実施責任者あいさつ，日本機械学会の紹介，スタッフの紹介 

 (2) 我が国の航空機産業に関する授業・・・B787，スペースジェット，ホンダジェットなどにつ 

いての説明 

(3) 飛行機○×クイズ・・・流体の性質，飛行機の開発史・速度・翼，空港などに関するクイズ 

(4) 飛行機が飛ぶしくみに関する授業・・・揚力と推力を発生する翼とジェットエンジンに関す 

 る説明 

(5) ペーパーグライダー工作・・・工作を楽しむとともに，翼の反りや上反角などの用語を学習 

(6) ペーパーグライダー競技・・・飛行機(グライダー)をどのように調整したら良く飛ぶのか体 

験的に学習 

(7) 閉講式・・・競技の表彰式，実施責任者あいさつ 

 

 

この教室は島根県内 3か所で実施し，開催日，会場および参加人数は，次のとおりである。 

・令和元年 7月 27 日(土) 国富コミュニティーセンター 47 名 

・令和元年 8月 6日(火) 生馬公民館   48名 

・令和元年 11月 16日(土) 津田小学校   41 名 

 

 

本行事の実施にあたり，資金をご提供いただいた(一社)日本機械学会，さらに，本行事の会場

として受け入れていただいた諸団体の皆様に対して，心より謝意を表する。 

 

 

 



【当日の風景写真】 



2019年度「機械工学振興事業資金」行事報告 
 
【行事名】 
連射のできるゴム鉄砲を作ろう！～みんなの知らない工作機械とレーザー加工体験～ 
【実施責任者】 
松江工業高等専門学校 実践教育支援センター 奥原真哉 
【開催日時・会場】 
令和元年 7 月 30 日（火）9：30～12：30・松江工業高等専門学校（松江市） 
令和元年 10 月 26日（土）10：00～12：00・三刀屋文化体育館アスパル（雲南市） 
【参加人数】 
7 月 30 日：受講者 30 名 保護者 21名 計 51 名 

10 月 26日：受講者 10名 保護者 3 名  計 13 名 
合計 64 名 

【行事内容】 
工作教室を通して普段見たり触れたりする機会のないレーザー加工機などの工作機械を

用いた加工体験と連射機構を考えながら組立てを行うことで子供たちの科学技術、ものづ
くりへの興味・関心や理科教育への意欲向上に繋げ、科学技術系人材の育成に寄与するこ
とを目的として工作教室を実施した。また、工作教室は保護者も参加可能とし、子供と一
緒にものづくりを行うことで保護者が子供の工学系への進路を考えるきっかけとなること
もねらった。教材は申請者が開発したものを使用し、松江工業高等専門学校に設備されて
いる工作機械を用いて製作した。 
工作教室を以下のプログラムにより実施した。 

① 松江高専 実習工場の見学   約 30 分 
② レーザー加工機による加工体験  

（学外会場では動画により紹介）約 30 分 
③ ゴム鉄砲の組立て       約 1 時間 
④ 射的大会（ゴム鉄砲の性能確認）約 1 時間 
 

    



令和元年１２月２日 
 
 

「機械工学振興事業基金」  事業報告書 
 
 

呉工業高等専門学校 野村高広 
 
１．テーマ名：  縦渦により回転する不思議なミニ風車の製作と実験 
 
２．開催年月日： 令和元年  ８月 ４日（日）10:00～15:00 （第 1回学校見学会） 

令和元年 １１月 ２日（土）10:00～13:00 （第 2回学校見学会） 
令和元年 １１月１６日（土）10:00～16:00 （広島県からくりくふう展） 

 
３．会  場   学校見学会：呉工業高等専門学校 機械工学科棟２階 M5教室 
         広島県からくりくふう展：広島産業会館 東展示場 
 
４．大会運営   呉工業高等専門学校 機械工学分野 野村高広，尾川 茂，山田祐士 
         および 学生スタッフ 
 
５．来場者数：  第１回学校見学会 計 1154名 
         第２回学校見学会 計 228名 

広島県からくりくふう展 計 2000名 
 
６．概況報告 
 2016 年に長岡技術科学大学の高橋教授により発案された縦渦駆動の円柱翼風車．この不思議な風
車を身近に感じて頂くために，この原理を利用したミニ風車を実際に身近な材料（ペットボトル）で
製作し，実演展示および解説を行うことで，縦渦風車の特徴について，来場者を前に実験ならびに考
察を実施しました． 
まず，呉高専において開催の第 1 回学校見学会(8/4)および第 2 回学校見学会(11/2)に併せて，ミ

ニ風車の実演展示を開催しました．引率教員・保護者・生徒を含めると展示会場では常に２０名以上
の賑わいとなりました． 
つぎに，広島県からくりくふう展(11/16)への呉高専ブースの出展に併せて，2 種類のミニ縦渦風

車の実演展示を行った．縦渦風車がどういった「からくり」で駆動するかについて，解説しました． 
いずれの実演展示においても，来場者に通常は回るはずのない円柱翼が，なぜまわるのかについて，

興味深く駆動原理の解説を実施することができました．また，本風車の最大の特徴でもある円柱翼が
左右どちらにも回転する実演を行うことで，機械工学や流体工学の面白さについて，多くの来場者に
興味・関心を持って頂くことができました． 
 
７．本テーマに関連した行事の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校見学会でのミニ風車の実演展示      からくりくふう展でのミニ風車の実演展示 
 
 
８．本企画の運営が御助成により無事完遂できました事に深く御礼申し上げます． 



２０１９年度 「機械工学振興事業資金」報告書 

 

1．行事名 
 アルコールランプで動くエンジンを作ってみよう 

 

2．開催日時 
 令和元年 8 月 24 日（土），13：00～16：00 

 

3．会場 
 香川高等専門学校 高松キャンパス（香川県高松市勅使町 355） 

 

4．実施責任者 
 所属 香川高等専門学校 機械工学科 准教授 

氏名 高橋 洋一 

 

5．運営スタッフ 
 機械工学科教員 2 名，機械工学科 5 年生 5 名 

 

6．参加者数 
 体験中学生 40 名，保護者 20 名，見学者 20 名  合計 80 名 

 

7．報告記事 
 令和元 年 8 月 24 日（土）の香川高等専門学校高松キャンパスのオープンキャンパスにおい

て，中学生を対象とした体験講座「アルコールランプで動くエンジンを作ってみよう」を実施し

た．当日は，事前に申し込みのあった中学生 40 名に参加頂いた．また，オープンキャンパスに来

校していたその他の中学生や保護者，引率教員等の多くの方々に見学頂いた． 

はじめに，本校の実習で製作している「1 シリンダディスプレーサ型スターリングエンジン」 

について説明し，自動車やバイクのエンジンに使用されている内燃機関との違いを解説した．そ 

の後，4 名ずつのグループに分かれて，約 30 点からなる部品をグループで組立ててもらい，エン

ジンの運転および回転数の測定を行った．写真は，各グループに分かれてエンジンを組み立てて

いる様子である．中学生からは熱心な質問が多数 

あり，関心の高さが伺えた．将来を担う技術者に 

なる可能性がある中学生達がこの体験講座を通じ 

て，機械工学分野の技術に興味や関心を持ってく 

れたものと期待できる． 

最後に，機械工学振興事業資金の助成のもと 

で本講座が実施できたことに感謝致します． 

また，スタッフとしてご協力頂いた本校教職員 

および学生諸君にも感謝の意を表します． 



2019年度 機械工学振興事業資金助成行事報告書 

令和 2年 1月 14日 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産大学校 

海洋機械工学科 藤原 慎平 

 

2019年度本校において機械工学振興事業資金の助成を受けて開催した行事内容について

報告いたします。 

 

行事名：水産大学校学園祭（海燕祭）における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工学」 

開催日：令和元年 10月 12日(土)、13日(日) 

会場： 水産大学校 海洋機械工学科 内燃・制御実験棟、舶用機械総合実験棟、流体工学

実験室、 

参加者数：のべ約 71人 

 

行事実施内容詳細： 

3つの研究室がそれぞれテーマを企画し、以下のように実施した。 

 

① 内燃機関研究室（研究成果に関するパネル展示） 津田・山西・石田研究室 

舶用ディーゼル機関から排出される大気汚染物質の低減を目指した最近の研究成果

についてパネルを使用して説明を行った。また、内燃機関の実物の部品、ディーゼル機

関に使用される各種燃料油の展示・説明を行い、ディーゼル機関の模型を使用した原理

説明を行った。さらに、子供向け体験として、紙コップロケットによる簡易な内燃機関

の原理の説明と実演を行った。 

 

② 蒸気研究室（熱電対実験、蒸気研究室実験装置の見学） 西田・大原・一瀬研究室 

 蒸気原動機サイクル実験装置の説明、熱電対検定装置の紹介、さらに舶用機関シミュ

レーターの実体験を行った。 

 

③ 熱流体工学研究室（「いろんな流体を体験できる」熱流体に関する体験的学習） 渡邉

研究室 

オリジナルスライム作りや、割れないシャボン玉、ダイラタンシー流体、水の性質、

浮力のお話、簡単にできる浮沈子おもちゃ等について説明と実演を行った。“手を動か

して体験的な学習を！”をモットーに、なるべく手に入れやすい材料を使って色々な流

体や身近な水の性質について体験できるようなイベントを行った。 

 



 



 

  
 

2019年度「メカライフの世界展」補助金 行事報告書 

大分工業高等専門学校  軽部 周 

 

１．行事名   ： 大分高専ロボット展 

２．開催日   ：  令和 元年 7月 6日（土） 

３．会場    ：  大分工業高等専門学校電気機械棟 2Fロボット創作室（大分県大分市大字牧 1666） 

４．実施責任者： 軽部 周（大分工業高等専門学校機械工学科・教授） 

５．参加人数 ： 600名 （※大分高専オープンキャンパス全体では 1,872人） 

６．予算    ： 30,000円 （内訳：電子部品、ラズベリーパイ等） 

７．報告 

【行事概要】 

本行事は、「大分高専オープンキャンパス」（令和元年 7月 6

日 9:00-15:00）内のイベントとして実施した。ラズベリーパイ

等を用い製作したクローラロボットによる的当てゲーム、二足

歩行ロボット 2台によるロボットバトル、レゴブロックによる

ロボット製作、空気圧を使った無人工場の模型展示、産業用ロ

ボットアームによるロボットダンスのデモンストレーション

を実施した。会場の様子を写真１に示す。手前側にレゴブロッ

ク、奥にロボットバトルとクローラロボットの展示がある。レ

ゴブロックはライントレーサロボットの自由製作、ロボットバ

トルは昨年度同様の対戦形式で実施し、大変好評だった。        写真１ 会場の様子 

本年度、新規製作したクローラロボットは、来場

者がリモコンで操縦できるもので、レーザとフォト

トランジスタを用いて的当てゲームができるよう

にした（写真２）。レーザが的に当たると、音と光

で命中したことがわかる。本ロボットは、大分高専

の有志学生 4 名で約 2 か月で製作した。バッテリ

ーの消耗が激しいという欠点があり、長時間の運用    写真２ 今年度製作したクローラロボット 

ができなかったが、操作した来場者からは好評を頂いた。 

【効果】 

平成 24年度から継続しているロボットバトルは特に小学生からの人気が高く、毎年楽しみに来てくれるフ

ァン層も獲得している。誰でも操作できる明快なインタフェース、高専生がプログラムした感情豊かでユー

モラスな動きが評価されている。レゴブロックを自由に製作させるイベントも、来場者が楽しく組み立てら

れるよう、担当学生が熱心に指導していた。さらに今年度は、ラズベリーパイを使ったクローラロボットに

ついて、実際に製作した学生が来場者に直接説明したことで、大分の小・中学生にロボット工作をより身近

に感じてもらうことができたと思う。本イベントは、「スキルのある高専学生が、小・中学生に工学の技術を

教え、ものづくりに興味を持ってもらう場」として、非常に優れていると思われる。 



令和 元年 8 月 1 日 
 

2019 年度 機械工学振興事業資金助成行事報告書 
「メカライフの世界」展 

 
実施責任者：牛見 宣博（九州産業大学理工学部機械工学科 教授） 
申請組織：九州産業大学理工学部機械工学科 
行事名：「ロボット運動会 2019」 
開催日：令和 元年 7 月 28 日（日）10:00～15:00 
開催会場：九州産業大学 理工学部 
参加人数：50 名（参加者，見学者） 
実施報告： 
高校生を対象に，「ものづくり」体験によるメカトロニクスやロボットへの関心，および理解を深めて

もらうことを目的に，ロボットキット（LEGO）による「ロボット運動会 2019」を開催した．今回のロ

ボット体験では，本学理工学部機械工学科への入学を希望するメカトロニクスやロボットに興味ある高

校生に「ものづくり」の楽しさを体験してもらう目的で，オープンキャンパスにおいて自由参加型とし

た．高校生には，ロボットキットの貸出と教員・学生らによる説明・指導によって，対戦型相撲ロボッ

トの製作，及び，プログラムによってロボットが制御されていることを体験・学習してもらった． 
特に，参加した高校生らには，機械工学（メカトロニクス）の役割を意識させる内容とした．例えば，

歯車などの機械要素の組み合わせや制御手法によって，使用するモーターが同じ条件の場合においても

「早く移動する」，「強い力を出す」など，ロボットの様々な特性・性能を変更させることが可能なこと

を実践的に体験してもらった．さらに，深く機械工学を学びたい生徒には，模擬講義「ロボットの仕組

みを学ぼう！実験もあるよ！」の実施を行い，より専門的な学びを実施した． 
参加した生徒の多くがサポートの学生からアドバイスをもらい，楽しく与えられた課題に取り組んで

いる様子が見られた．終了後はアンケート結果より，「楽しかった」，「機械の仕組みを知ることができた」

等の回答が多数あり，目標であった機械工学（メカトロニクス・ロボット）への興味を引き出せたと考

える．（写真は当日の様子） 
 

 



「メカライフの世界展」報告書 

１ テーマ名：2019 メカワールド in Kagoshima University 

２ 実施年月日：令和元年 8 月 3 日（土） 

３ 企画者： 

（１） 大学・高専名： 鹿児島大学・工学部・機械工学科 

（２） 実施責任者名： 田淵 大介 

４ 来場者総数：150 名程度 

５ 企画者から一言： 

例年と同様に鹿児島大学のオープンキャンパスと同日に開催しました．企画内容は「機械工

学科教員による相談・質問コーナー」，「院生によるパネル展示と説明」，「小型ロケットの展

示と説明」でした．パネル展示では鹿児島大学機械工学科の各研究室が行っている研究内容

をポスターにまとめ，展示しました．大学院生がパネル展示の説明員を担当しましたが，パ

ネルの内容について興味や疑問を持ったところの質問や，機械工学に関する質問，進路に関

する相談など，高校生から多くの質問がありました．小型ロケットの展示では実際に打ち上

げ予定の小型ロケットについて展示と説明を行いました．屋外での展示でしたが，実際のロ

ケットを間近に見られる機会ということもあり，高校生のみならず多くの一般の方々も見

学に訪れ，興味を持ってもらえたようです．この「メカライフの世界展」は毎年開催されて

おり，地域の方々や受験をひかえた高校生にとって，「機械工学」を身近に感じ，理解を深

めていただける良い機会となっています． 

６ 会場の風景 

  



2019 年度「メカライフの世界」展 行事報告書 

 

1. テ ー マ 名：メカライフの世界展 ようこそメカニカルワールド 2019 へ 

2. 開 催 日：2019 年 8 月 8 日(木) 

3. 会  場：佐賀大学理工学部機械システムエ学科 

4. 実施担当者：服部 信佑（学科主任），石田 賢治（機械学会連絡委員） 

5. 参 加 人 数：110 名 

6. 実 施 内 容： 

8 月 8 日，佐賀大学理工学部機械システムエ学科において「メカライフの世界」展の行事として

「メカライフの世界展 ようこそメカニカルワールド 2019 へ」を開催した．大学の理工系学部への進学

を希望している高校生と父兄をはじめとする 110 名が参加した． 

当日は，まず学科主任が機械工学の各分野と機械システムエ学科の研究内容等について概説

した．引き続き，機械システムエ学科 5 分野のうち先端材料システム学分野と熱エネルギーシステ

ム学分野の模擬講義（「コンピュータシミュレーションを活用した“ものづくり”」，「エネルギーの“量”

と“質”」）ならびに研究室見学とデモンストレーションを午前中から午後にかけて実施した． 

機械工学の各分野の説明やものづくりとエネルギー問題に関連した模擬講義を聴くことを通して，

また，研究室見学とデモンストレーションにおいて大学院生によるパワーポイントや実際の実験装

置を用いた解りやすい研究紹介ならびに機械工学が関わる身近な現象の説明を聴き，実際に触

れて体験することを通して，機械工学分野とその研究内容への興味と関心を喚起し，社会に貢献

している機械工学について理解を深める場を提供することができたのではないかと思う． 
  

 

  



2019 年度 メカライフの世界展（機械工学振興事業資金）報告書 

 
１．行事名： 熊本高専オープンキャンパス 2019 

 「機械工学について知ろう」 

 
２．開催日： 2019 年 8 月 10 日（土） 

 

３．会場： 熊本高等専門学校 八代キャンパス 

 
４．企画者： 
 （１）大学・高専名   熊本高等専門学校 
 （２）実施責任者   機械知能システム工学科 准教授  

山下 徹 （2019 年度学生会顧問） 
 （３）企画実施に参加した学生名 専攻科生産システム工学専攻 2 年 田川 祐大 
 
５．参加人数： 678 名（中学生および保護者） 
 
６．概況報告： 

本企画は，中学生を対象に行なわれた熊本高専オープンキャンパスでの機械知能システム工学科の企画と

して実施したものである．内容は学科に関連した展示およびものづくりに関連した体験実習の 2 つであり，

実施にあたっては本科 2 年から専攻科 2 年の学生および教員の計 92 名がスタッフとして参加した． 

体験実習は，ものづくりに必要な設計，制御の分野より以下の 2 つのテーマで実施した．各テーマでは教

員による概要説明が行なわれた後，参加中学生が本校学生のサポートの下で体験を行なった． 

①最新の設計法を体験！3D-CAD ソフト「SolidWorks」をつかってみよう 

3D－CAD ソフトを用いた設計として，自動車を題材に部品のモデリングおよび組立を体験する． 

②電子工作を体験！半田付けによる電子回路工作をしてみよう 

様々な電子部品およびマイコンを半田付けしてマイコン制御機能つきの LED ライトを工作体験する． 

1 回あたりの実習が 50 分と短時間であったにも関わらず，参加した中学生の多くは課された実習課題を

問題なく終えることができた．また実習中には，機器の制御に関する質問や実際の設計との相違点や

3D-CAD の活用事例等についての質問など，参加者のものづくりに対しての興味や関心が深まることを実感

した． 

学科紹介では，中学生および引率者を対象に，パネルや展示物による本校機械知能システム工学科の紹介

を行なった．参加者の中には研究内容について熱心に質問する姿も見られ，好評の内に終えることができた． 

 

図 1 学科紹介（数値シミュレーション体験）の様子 



日本機械学会 2019 年度 機械工学振興事業資金 報告書 
 

ロボメカワールド 〜ロボット技術と機械⼯学 〜 
実施年⽉⽇： 令和元年 8 ⽉ 24 ⽇（⼟）、25 ⽇（⽇） 

       令和元年 10 ⽉ 12 ⽇（⼟） 

企 画 者： 北九州⼯業⾼等専⾨学校・⽣産デザイン⼯学科 

       知能ロボットシステムコース 

代 表 者： 准教授 古野 誠治 

来場者総数： 約７００名 

 

 ⽇本機械学会・2019 年度機械⼯学振興事業資⾦の助成を受け、北九州⼯業⾼等専⾨学校にて「ロボメカワ

ールド 〜ロボット技術と機械⼯学〜」を実施しました。本年度は、夏のオープンキャンパス「たいけん⾼

専⽣」と秋のオープンキャンパス「いちにち⾼専⽣」に併せて開催し、北九州市内・市外からより多くの中

学校の⽣徒、先⽣、保護者の⽅々が訪れました。 

 夏のロボメカワールドでは、トマト収穫ロボットや⽔中ロボットの展⽰紹介、⾳声で操作するコミュニケ

ーションロボットの実演、ドローンや実験⽤ Roomba の操縦体験、⽻ばたきロボットの実演など、ロボット

技術に関するコーナーが設けられ、ロボットに興味を持った多くの中学⽣が⾒学に訪れました。ロボット分

野だけでなく、CIM システムによる擬似⼯場の体験、⾼速度カメラを⽤いた流れの可視化、マイクロバブル

の発⽣実験、分散処理数値計算システム等の機械⼯学分野の研究紹介も⾏われました。また、５年⽣が製作

した「⼩型旋回クレーン」の実演・操縦体験、５年間の学校⽣活を季節ごとに紹介した学校紹介、４年⽣に

よる⻑期⼯場⾒学旅⾏（シンガポール・⾹港）の紹介など、学⽣主催による展⽰も⾏われ、多くの中学⽣が

⾒学していました。秋のロボメカワールドでは、最先端ロボット⼯学と題して様々なロボット技術や最先端

ロボットの紹介、3 次元 CAD の体験講義を⾏い、こちらにも多くの中学⽣が参加しました。 

 訪れた中学⽣の多くは北九州⾼専の受験を検討しており、北九州⾼専と知能ロボットシステムコースを知

るとともに、この⾏事を通じて理系・⼯学系、特に機械⼯学分野への興味が持ってもらえたのではないかと

思います。 

 本事業資⾦の助成により、理科離れが問題となっている中学⽣、さらには先⽣、保護者の⽅々に機械⼯学

の紹介ができたことは⾮常に意義のあることで、今後もこのような助成を続けていただきたいと思います。 

 
図１ 全⽅向移動ロボットと Roomba の操縦体験コーナー 



【行事概要】

　2019/10/12,13開催の九大際に合わせて実施を計画したが、

　台風の影響により九大際は中止、サイエンスワールドは13日のみの実施となった。

【参加団体及び出展内容】

・研究室紹介

　構造材料評価研究室

　　乾燥パスタとテープで構造物を作り、その高さを競うゲームを通して、構造を学ぶ。

　力学システム大講座

　　「ジャイロ効果」「クラドニ図形」「揺動推進」について、各々の現象を実験し説明。

　宇宙機ダイナミクス研究室

　　宇宙ゴミの除去をテーマとした研究の説明及び宇宙ゴミの軌道シミュレーションの体験。

　流体力学研究室

　　空気の発射で形成する渦輪の可視化及びシャボン玉による渦輪内の速度差の可視化実験。

　制御・HCR研究室

　　クレーンの振れ止めシミュレーション、ロボットでの物体把持等操作体験。

　熱物理工学研究室

　　キャンドル作りを通して身の回りの熱現象の体験及び原理を説明。

　精密加工学研究室

　　精密加工品の展示説明及び研磨作業の体験。

・学生活動紹介

　九州大学ロボコンチームKURT

　　ＮＨＫロボコン出場動画等の展示及び九州夏ロボコンに出場したロボットの操作体験。

　九州大学PLANET-Q

　　ロケットの打ち上げ動画やカンサットの走行動画の展示説明、宇宙開発技術の紹介。

　ヒューマノイドプロジェクト

　　ロボットアームを用いたゲーム及び二足歩行ロボット、大会映像の展示。

　九州大学鳥人間チーム

　　鳥人間コンテストに出場する機体の制作風景の紹介、フライトシミュレーターの展示。

特別企画

　日本船舶海洋工学会および海洋システム工学部門

　　海と船に関するパネルや実験装置の実演展示、簡易水槽でのクラフト船実走体験。

【行事報告】

2019年10月13日（日）に九州大学伊都キャンパスにて、

「サイエンスワールド2019」を九州大学工学府機械工学専攻

の学生が中心となり開催いたしました。本年度は、7の研究室

企画および4つのサークル企画に加え特別企画を実施し、日ご

ろの研究活動に関するご理解を頂きました。残念ながら10月

12日（土）は台風の影響もあり中止にせざるを得ない状況で

したが、未就学児童、小学生および保護者を中心に約500名の

来場者を迎え、大変盛況のうちに終えることができました。

参加人数：500人

日時：2019/10/13(日)　10：00～17：00

場所：九州大学　伊都キャンパス　ウエスト4号館2階中央ホール

行事報告書

行事名：　サイエンスワールド　2019 責任者：　住川　大樹

写真:実施風景



2019年度メカライフの世界展報告書 

行事名：楽しいメカニカルワールド 

実施責任者名：長崎大学 小山敦弘 

開催日時：2019年10月19日(土)，20日(日) 10:00～16:00 

開催場所：長崎市科学館 

参加人数：約6000名（2日間） 

 

長崎市科学館で開催された「青少年のための科学の祭典2019 第23回長崎大

会」へ参加し，以下の9つのブースを設け，機械工学に関わる技術を分かりや

すく紹介した． 

 

1. 不思議で遊ぼう 

2. ビリビリイライラ棒で遊ぼう 

3. 人間の限界に挑戦！！ 

4. 体感してみよう！カオ

スな振り子 

5. 空気の力を体感しよう 

－巨大空気砲発射！－ 

6. 超難易度カオスゲーム 
7．洗剤の潜在能力 

8．鏡を使った科学アート 

9．磁石deフィッシング 

 

 

長崎大学工学部工学科機械工学コースに所属する学生および教員が，実験，

工作，ゲームなどを通して，力学，流体力学，光学，電磁気，プログラミング

などの機械工学に関わる科学・技術を分かりやすく紹介した．参加した幼児や

小学生は，楽しみながらも，各ブースの内容をしっかり理解することができた

ようであった．また，その保護者にとっても興味深い内容だったようで，子供

と一緒に工作・実験に参加する方が多く，いずれのブースも大好評であった．

この催しを通じて，幼児から大人までの幅広い年齢層の方に機械工学に関わる

科学・技術のおもしろさを十分に認識していただき，満足していただけた． 



2019年度 「メカライフの世界」展 報告書 

 

１． テーマ名：ゴム動力飛行機を作って飛行コンテスト 

 

２． 実施年月日：2019年 10月 26日（日） 

 

３． 企画者： 

 （１）大学・高専名：鹿児島工業高等専門学校 

 （２）研究室名：機械工学科 東研究室 

 （３）企画実施に参加した学生名： 上野翔輝，小宮路菖記，宮内笙伍，宮原龍和 

 

４． 来場者数：100名程度 

 

５． 企画者から一言 

 鹿児島県内の地域住民の方々が本校の文化祭に参加し，科学教室など様々なイベントと

並行して行われた機械工学科の紹介展示を見て，機械の面白さを体験しました．特に，本

企画の” ゴム動力飛行機を作って飛行コンテスト”では，親子で工作キットを組み立てて

いき，その難しさや自分で作ったゴム動力飛行機を実際に飛ばしたりしました．参加した

子供達からは，「楽しかった」，「機械工学に興味を持った」という意見が聞かれ，特に羽ば

たき飛行機を作った子供達からは羽が動いて飛んでいる様子が分かり易く興味深そうな表

情をしていました．このような活動が鹿児島県内での機械工学の発展および促進につなが

るものと期待しています． 

 

６． 企画報告ホームページURL：http://www.kagoshima-ct.ac.jp/ 

 

７． 鮮明な写真を数枚貼り付けます． 

  

８．収支決算報告：別紙のとおり． 



令和元年 10 月 29 日 

日本文理大学 工学部 

機械電気工学科 園田 

機械の日イベント 
地方発 親子で体験メカワールド 2019 報告書 

 
日本文理大学の一木祭（10 月 26 日、27 日開催）において、日本機械学会機械工学振興事業資

金、及び大分地区予算を活用し、子供たちの機械工学への関心を高める目的で、本イベントを開

催しました。今年度で５回目となりました。 
イベント内容は前年度とほぼ同様で、ブドウ糖燃料電池の組立・発電実験、空気の圧力で作動

する機械として、ロボットアーム、パワーショベル、エアキャノンの操作や菓子取りゲーム、電

気自動車や電動機関車等の試乗、ビンゴゲームなどで、直接メカに触れ、子供から大人まで幅広

く楽しんでもらいました。 
来場者は、本学近隣、大分県内等から来て頂き、小学校低学年や幼稚園児、および保護者の方

を中心に、中学生、高校生など、両日あわせて約 550 名となりました。 
また、自家発用ガスタービン（分解展示）、自動車用ディーゼルエンジン、エアコン（シースル

ー）、スターリングエンジン（実験モデル）等のエネルギー関連機械装置の展示物についても、主

に保護者などの興味を引き、説明書きや実物の写真を取られる方が多数おられました。イベント

は、昨年と同様、盛況裏に無事終了しました。 
今年は、ロボットアームやパワーショベル、エアーキャノン、燃料電池などの機械装置に関連

し、“ものづくり”や“しくみ”に関心を持つ幼稚園児や小学校低学年、及び保護者が昨年にくら

べ倍増しました。喜ばしいことです。 
  

 
（ロボットアーム、パワーショベル、エアキャノン、電動機関車、電気自動車、燃料電池、ビンゴゲームの一コマ） 

  

図 イベントの様子 



2019年度「メカライフの世界展」報告書 

 

行事名：「夢科学探検 2019」 

開催日：令和元年 11月 2日（土）午前 10時～午後 3時 

会場：熊本大学黒髪南キャンパス 

参加人数：約 300名 

 

令和元年 11月 2日（土）に熊本大学黒髪南キャンパスで開催された「夢科学探検 2019」

に合わせて、「メカライフの世界展」を開催した。工学部機械系の研究室配属学生が中心と

なり、各研究室による 20 以上のテーマ公開（展示や体験型イベントなど）が実施された。

「メカライフの世界展」による支援を受けたテーマでは、自然と科学とのかかわりを体験で

きるコーナーが設置された。植物の葉に重ねた金属箔に水中衝撃波を作用させると、金属箔

の表面に葉の形状（凹凸）が転写される。この技術を用いた生体模倣技術の体験では、来場

者が型となる植物の葉をキャンパス内で採取し、それを成形実験に用いた。水中衝撃波は、

火薬類の水中爆発によって生じるが、その際発生する比較的大きな音が来場者を沸かせた。

柔らかい材料（葉っぱ）が型となり、硬い金属材料が変形する不思議を体感してもらった。 

 

写真：葉っぱを選ぶ子供たち（左）と葉の形状が転写された金属箔（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任者氏名：田中茂 

 

 



実施責任者 黒田勝彦 

行事名「造大祭 2019 メカライフの世界展」 

開催日 11/2（土），11/3（日） 

会場 長崎総合科学大学 食堂内 

参加人数 11/2 72 名，11/3 29 名 合計 101 名 

 

行事報告 

 長崎地区の若年層の自動車や船舶等従来型ものづくり産業への興味の希薄化が進む中，アナログと

デジタルによるものづくりを体験することで，工学系大学への進学を促進させるイベントを大学の学

園祭で行うことを目的に，低学年の生徒には，ぺーパークラフトの車，飛行機，ゆるきゃら系，ロボ

ット（ダウンロード）等を組み立ててもらい，高学年の生徒には，ガンダム・車・昆虫の模型を，中・

高校生以上やその保護者には，共同でレゴの EV3 を使った教材（ジャイロロボット，犬ロボット）

を体験してもらい，アナログからデジタルまでの模型作りと制御を体験し，ものづくりに興味をもっ

てもらう企画を実施しました． 

 11/2，3 ともに晴天で，特に 2 日は近所の学童保育の子供が来られ，午前から 12 歳以下の参加が

多く見られました．参加の性別は，大方男女半々でした．中・高生以上の参加を期待しましたが，小

学生以下の参加が大勢を占め，来年度は呼び込みや案内等もう少し工夫が必要であると感じました．

また，EV3 は作成に時間がかかることから積極的な説明をしなかったため，展示のみの紹介となっ

てしまいました． 

 作成した対象の内訳は，以下のとおりです． 

 プラモデルは 43 人，ぺーパークラフトは 61 人，EV3 は 0 人．  

  行事の実施に協力してくれた大学生は，6 名（学部 5，院 1）と卒業生 1 名の計 7 名． 

 予算の足りない部分は，大学の学園祭の助成金により実施することができました． 

 ご支援いただきました皆様に感謝申し上げます． 

 

    

図 展示用の企画紹介ポスターと組み立てたプラモデルと一緒に 



「メカライフの世界」展 活動報告書 

行事名 メカトピア 2019 

開催月日 11月 3日(日)  

会場 高専名 久留米工業高等専門学校 

学科 機械工学科 

企画に参加した学生名 宮原統馬ほか 3名 

来場者総数 約 150名 

企画者から一言 

本校の学園祭(高専祭)での機械工学科公開実験とジョイントする形で，「メカライフの世界」展「メカトピア

2019」を今年も開催した．場所は，機械材料棟 2 階にある機械要素設計実験室を会場とした．内容は，3 次元

プリンタの展示・実演，機械工学科教育カリキュラムの説明，各種機構モデル(傘歯車，平歯車，トランスミッ

ション，ガバナ，蒸気機関等)の展示・説明，からくりロボット，昔のロボコン出場マシン(2 足歩行ロボット)

のデモンストレーション，ミニチュア歯切り機(卒業研究にて作成，ホブ使用)等を自由に触ってもらい体験し

てもらう形をとった．この日は晴天に恵まれ，開始と同時に多数の来客があり，本校 OB，また高齢な方，さら

に他学科学生及びその保護者の方々からも多数の質問が寄せられ大盛況であった． 

歯車や機構モデルは，普段目にすることが無いため非常に関心を持っていただいた．応用事例をもっと予習

しておくべきだった．また毎年恒例となっているロボットアームでのお菓子のつかみ取り大会は盛況で，水圧

で動くロボットアームに興味を示してくれた．3 次元プリンタは常に出力状態にして，出来上がったサンプル

を手に取りながら楽しんでもらった．また，保護者や年配の方々には，コーヒーなどを振る舞い，久留米高専

の現状や機械工学科の特色ある教育課程，卒業後の進路等を説明した． 

（記載者名・所属：宮原統馬・機械工学科 5年） 

写真 

 

責任者氏名 中尾哲也  



「メカライフの世界」展  報告書 
 
 
１．テーマ名： 

メカライフの世界展 -箸で橋をつくろう- 
２．実施年月日： 

令和１年１１月３日（日）（佐世保高専文化祭と同時開催） 
 
３．企画者： 
 （１）大学・高専名 
   佐世保工業高等専門学校 
 （２）研究室名 
   機械工学科 材料力学研究室 
 （３）企画実施に参加した学生名 

松本尚也（実施責任者），江口賢大 
 
４．会場：佐世保工業高等専門学校 材料力学研究室 
 
５．来場者総数： 
   １００名程度 
 
６．企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文となります）： 

  本年度は，昨年度と同様に本校文化祭にて，「メカライフの世界展 -箸で橋をつくろう-」

というテーマで割り箸によるブリッジコンテストを実施しました．メカライフの世界展は，本

校文化祭で例年実施しているテーマであり，今年度も多数の子供たちとその保護者の方々に参

加していただきました．9x9x600 のヒノキ棒 1本と割り箸 20膳を使って橋を作り，500 mmの

谷にかけ，徐々に重りをつるすことで，何 kgf まで耐えられるかを競争する形式としました．

同じ条件でも作られる橋は千差万別でしたが，子供たちも生活の中で何となく印象に残ってい

たのか，比較的に三角形のトラス構造もどき
．．．

の橋が多く見受けられたような気がしました．実

際に手を動かし，壊して強度を確かめることで工学の一端である「創る・壊す」を体験しても

らい，参加者全員に大きな印象を与えられた実感があります． 

 
７．鮮明な写真を１枚貼付してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2019年 11月 19日 

日本機械学会御中 

機械工学振興事業「発展するメカ -ロボットと遊ぼう-／お湯で動く機械低温度差スターリングエンジン」 

（2019年 11月 4日実施，開催地：大分大学）の報告 

 

大分大学 機械教室 

西田 健一（ロボット担当） 

加藤 義隆（低温度差スターリングエンジン担当） 

 

 2019年 11月 4日 10時から 16時に大分大学旦野原キャンパス内における大学祭期間中に，「大分大

学大学開放イベント」の企画として，機械工学振興事業「発展するメカ ―ロボットと遊ぼう―／お湯で

動く機械 低温度差スターリングエンジン」として，ロボットと低温度差スターリングエンジン（LTDSE）

の動作実演をそれぞれ別室にて行った．理工学部エリアの来場者数は 1083 人である．ロボットの部屋

に 631人，LTDSEの部屋に 272人が来場した． 

 「ロボット」では 6軸の多関節型ロボットマニピュレータ 2台を使い，子どもたちに缶ジュースを渡

すデモンストレーションを行った．また，よりロボットに親しんでもらう意図で，例年通り来場者が自

由に操作できる小型のアーム型ロボットのほか，線に沿って進みつつ前方の障害物を察知して停止する

「教育版レゴ マインドストーム EV3」の動作実演，2 台の VR（バーチャルリアリティ）システムや

ドローンシミュレーター3台による体験，および 3Dプリンタの動作実演，3Dプリンタによる造形物の

展示を行った． 

 「スターリングエンジン」では，例年通りのメニューとして「手作りした LTDSE の動作実演」「本

会主催事業『低温度差スターリングエンジン競技会・発表会』の紹介」「手動によるアルミ板の穴あけ

加工体験」「手動パルスチューブ冷凍機の動作体験」を実施したほか，昨年度試行した「短い延長コー

ドの製作」を 18 歳以上の制限解除して実施し，さらに 4歳未満の未就学児でも参加できるよう「本会

の年次大会市民フォーラムで使用したスターリングエンジンをシールで装飾する」というアトラクショ

ンを用意した．短い延長コードには，日本機械学会「機械工学試行事業資金」と記載したテープを添付

した．ふらっと立ち寄って体験するコンテンツが多いが，参加者の体力や根気を求めるものが多い．  

 「スターリングエンジン」の側では，2016年まで入室者全員にお願いしていた来場者アンケートを，

強い興味を示す方のみを対象に実施した．アンケートを集める準備は必要である．関連して，保護者の

待ち時間対策も，再検討の必要がある．アルミの穴あけ体験の順番待ちや，子供の穴あけが終わるまで

の待ち時間など，保護者は手持無沙汰な様子であった．コンセントの製作は親の待ち時間対策を意図し

ていたが，意図の通りになっていない． 

 参加人数に関して言えば，多過ぎる印象を受けた．我々の方も，来場者の質問等に対して丁寧な受け

答えがしにくい状況であった．またアトラクションに取り組んでいる者やその保護者にとっても，後ろ

で待つ者がいる状況で，何かと遠慮しいる様子が見られた．大勢の方に来場して頂いている好機を活か

せていない． 

 

以上 



 



2019 年度メカライフの世界展 報告書 

 

実 施 者： ・北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科 

       趙 昌煕，吉山 定見，長 弘基，宮里 義昭，仲尾 晋一郎，チーム KF-

works，各研究室学生・研究生 

・韓国 東明大学校 

機械工学部 Hyun-Sik Kim, メカトロニクス工学部 Kee-Joo Kim 

港湾物流システム学科 Gyu-Sung Cho, 学生 

行 事 名： 北九州市立大学 機械システム工学科 

「体験！身近なエネルギー＆フォーミュラカー」 

開 催 日： 2019 年 11 月 10 日(日) 10：00～15：00 

会  場： 北九州市立大学 ひびきのキャンパス 

参加人数： ２１３名 

実施概要： 

北九州市立大学 機械システム工学科

は，機械工学分野の活動を身近に感じても

らうために，「ひびきのオープンキャンパ

ス in 響嵐祭 2019」の中のイベントとし

て，小中高生および一般市民を対象とした

以下の 3 つの企画を実施した． 

① 音速を超えた流れの可視化実験と数

値シミュレーション 

裸眼では何も見えないスプレー缶から

の超音速噴流をレインボーシュリーレン

法により可視化する模擬実験を行った．ま

た，超音速噴流や超音速内部流れに関す

る，計算モデル，計算格子，動画およびア

ニメーションなどを紹介した． 

② 学生フォーミュラに参加したフォー

ミュラカーの展示 

チームKF-worksが設計製作し，第17

回学生フォーミュラ日本大会 2019 にて

実際に走行した車両 KF-07 の展示やデ

モ走行を行った． 

③ 海洋充電用ブイロボットの開発(日韓

共同 PBL 教育の事例) 

日韓共同 PBL 教育により開発した「海洋充電ブイロボット」の実機の展示および説

明を行った． 

大学祭である響嵐祭の参加者がついでに本企画に参加頂いたせいか，３企画の参加者

数は 213 名と大盛況となり，機械工学・技術を一般市民に普及する行事という目的は

達成できたと考えます． 

企画の当日の様子 



 

メカライフ世界展報告書 

 

テーマ：世界に一つしかないアクセサリーを作ろう 

ー宮崎の海岸で採集した貝殻を綺麗に磨こうー 

開催行事名：アドベンチャー工学部 

開催日：令和元年 11 月 17 日（日） 

会場：宮崎大学 工学部 

参加者：主として小学生以下の子供と保護者約 200 名 

実施責任者：鄧 鋼（宮崎大学工学教育研究部 教授） 

 

磨くことはものづくりにおいて非常に重要である。表面を綺麗に磨けば、見栄えのみならず、耐摩耗

や耐疲労性が良くなる。自由曲面や工具が届きにくい場所の表面を磨くためには手作業が多く用いられ

ている。その場合の仕上げの質は作業者のこだわりや丁寧さ、根性に依存する。単純な作業を納得行く

まで地道に行えることは技術者が持つべき習性である。  
今回のメカライフ世界展は、磨くとその仕上がりへの感動を体験するため、真珠層を有する貝を

磨き上げることにした。真珠層は貝類などが分泌する炭酸カルシウム主成分の光沢物質である。光

を当てると、真珠層に干渉縞が現れ、綺麗な虹色に見えることが多い。真珠層は貝殻の内側に付い

ており、表は石灰層覆われているため気づくことができないが、貝の内側を見て、綺麗に輝く紋様

があれば、それが真珠層である。砂浜に打ち上がられた貝殻、磯や岸壁に貼り付いている貝には真

珠層を有するものが沢山ある。宮崎の海岸や近海には、トコブシ、アワビ、サザエなど真珠層が含

まれる貝はたくさんある。今回は日南海岸沿いの磯や岸壁によく見られるカサガイ（傘の形をした

一枚貝）を用いた。事前準備として、カサガイの表の石灰層をダイヤモンドディスクで削り取り、

サンドペーパーディスクで荒削りをした。参加者は、３種類の耐水サンドペーパーで真珠層表面を

仕上げ、研磨材で研磨した。最後、ガラス用ドリルで穴を開け、紐をつけて世界に一つしかないペ

ンダントを完成した。子供達の中には、泥団子や勾玉づくり経験者がいて、驚くほど綺麗なの仕上

がりであった。この取り組みは予想以上の人気、120 個の貝はイベントの終了予定時刻前に使い切

った。子供から大人まで楽しい体験ができた。 

 

 
  



「メカライフの世界」展 報告書 

1． テーマ名：「メカライフの世界」展 ようこそメカワールドへ  

2． 実施年月日：令和元年 11月 17日（日）  

3． 企画者：  

(1) 大学・高専名  ：都城工業高等専門学校  

(2) 研究室名  ：機械工学科  

(3) 企画実施に参加した学生名：機械工学科 5年生および専攻科生  

4． 来場者総数：700名（おもしろ科学フェスティバルの全体数は 1500名以上） 

5． 企画者から一言（『日本機械学会誌』上での説明文となります）：  

 「おもしろ科学フェスティバル」は，近隣のこどもたち（小・中学生を対象）に工学と

科学への興味を醸成し，新しいことを学ぶ楽しさを保護者の方々と共に体験する参加体験

型のイベントです。第 7 回おもしろ科学フェスティバルでは，「ようこそメカワールドへ」

と題し，機械工学科の教員・学生および技術支援センターの職員を中心に，次の 2 つのテ

ーマで実施しました。  

①  “色んなロボットを動かしてみよう！” （実演） 

学生が自作したロボットの操縦体験や，ロボット実験装置の操作体験などを実施

しました。多くの来場者で会場が賑わい，子供達が夢中でロボットを操縦したり

触ったりしていました。 

② “エコランカーを体験してみよう！” （実演） 

Honda エコマイレッジチャレンジなどの全国大会に出場している低燃費車製作研

究部（クラブ活動）が製作したエコランカーの展示と実演を行い，機械や車に対

する興味の醸成を図りました。 

各テーマとも多くの来場者が参加し，様々な機械工学に触れてもらえる，非常に有意義

なイベントとなりました。 

6． 企画報告ホームページURL：（現時点で完成しておりません） 

7． 鮮明な写真を 1枚貼付してください。 

 

 



2019度 ちびっ子エンジニア体験教室 報告書 

実行委員長： 琉球大学・工学部 教授  屋我 実 

工学部での簡単な物作りの現場を体験させ，遊びや実験の経験を通して工学部への興味を持ってもらう

ために，日本機械学会が提唱する「機械の日」のイベントとして，小学生以下を対象とした「ちびっ子エン

ジニア体験教室」を実施した． 

 

実施名：ちびっ子エンジニア体験教室 

日時：2019年 11月 23日（土）12:00 ～ 17:00 

会場：琉球大学 工学部 1号館，風洞実験室，付属工作工場 

担当： 24名（教職員 15名，大学院生・学部生 9名） 

参加者： 36名（保育園・幼稚園・小学生 1～6年生，ただし保護者(約 30名)は含まず） 

実施内容：前半の部では，「工作体験」，「ミニ四駆」，「気体と液体の不思議実験」,「ジャイロ，マグデブル

グで遊ぶ」，「ウィンドカーおよび風洞体験」のテーマを体験させた．工作機械（旋盤やマシニン

グセンター）の工作の見学，旋盤を利用した金属こまの作成体験，ミニ四駆の組立と走行試験，

ジャイロ，マグデブルグの玉，液体窒素を利用した物理実験体験，風上に向かって走るウィンド

カーの見学を行った．後半の部では，参加者全員で「紙飛行機コンテスト」を実施した．内容は，

小学生４年次以上ではホワイトウィングの作成や色塗りを，３年次以下は紙飛行機の色塗り後，

折り曲げて紙飛行機を作成した．最後に 1人ずつ作成した飛行機を飛ばし，飛距離や色塗りのデ

ザインのコンテストを行った． 

 

   

旋盤体験（金属こま） ミニ四駆 液体窒素による実験 

   
ジャイロ体験 紙飛行機 飛ばし 集合写真 

 

【謝辞】 

本イベントでは，日本機械学会 メカライフの世界展，同九州支部沖縄地区会，機械工学科同窓会からの

補助，および故 真喜志 名誉教授 ご遺族から「未来のエンジニアとなる子供達への企画」の寄付により，

成功裏に終えられたことに感謝の意を表す． 



「メカライフの世界展２０１９」 報告書 
 

１．テーマ名：⼯⼤祭  ”Starting New Festival” 
 

２．実施年⽉⽇：令和元年１１⽉２３⽇（⼟）・２４⽇（⽇）  
 

３．会場：九州⼯業⼤学 ⼾畑キャンパス 
 

４．企画者：  
（１） ⼤学・⾼専名 九州⼯業⼤学 ⼯学部 
（２） 研究室名   機械知能⼯学科 ⽣産加⼯研究室 
（３） 企画実施に参加した学⽣名 企画代表：⽇髙 詢⼦ 

佐藤 篤、 松尾 光樹、 清⽔ 康平、他 
 

５．来場者総数： 約２５０⼈（２⽇間ののべ⼈数） 
 

６．企画者から⼀⾔（『⽇本機械学会誌』上での説明⽂となります）： 
 

本年度は昨年⽤いたグルーガンを応⽤して⽂字を⼊れることができるキーホルダー製
作を⾏った。お⼦さんだけでなく、⼤⼈の⽅まで幅広い世代の⽅々に喜んでもらい、
例年に劣らず盛況であった。キーホルダー製作⼯程が多く、複雑になってしまったた
めお⼦さんには難しい作業が多かった。次年度はより多くの⽅に来場していただくた
めに、ポスターのデザインの⼯夫や案内板の設置場所といった広告のほうにも⼒を⼊
れること、また幅広い⽅々に満⾜していただけるような展⽰を新しく提案するよう引
き継いでいきたい。 
 

７．企画報告ホームページ URL： なし 
 

８．鮮明な写真を１枚貼付してください。  
次ページに添付します  
 

９．収⽀決算報告書：この報告書に添付してください。 
別紙に添付します 
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協賛事業報告書

令和元年 7月 30日

函館工業高等専門学校

生産システムエ学科教授

このたび、ご協賛いただいた下記事業を実施 し、滞 りなく終えることができましたので概

要をご報告申し上げます。

記

日本機械学会北海道支部 支部長 殿

1.開催行事概要

1)実施事業名

2)主団体

3)代表者

41連絡先

5)開催 同時

6)開催場所

7)参加者数

8)来場者数

本本ヽす真泊
C訪

函館高専メカニズムフェス冴ィバル

函館工業高等専門学校

本村真治

0138-59-6409

令和元年 7月 21日 (日 )10ЮO～ 1500

千代台公園陸上競技場 (函館市)

スタッフ 教員 2人十学生 10人 計・12人

約 300人

2.協賛補助金支出概要

1)協賛補助金  100,000円 (6/13に 70,000円 ,7/5に 30,000円 受領)

2)支出内訳

①展示物製作用部品等の消耗品      78,190円
②学生スタッフ訪寸金 (交通費補助)    22,000円  .

合計  100,190円 (-190円 )

3)補助金残高   0

3.添付書類

1)写真

2)展示内容・担当者一覧

3)機械学会協賛金出納簿

41領収書関係書類一式

以 上
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添付資料 1)写 真
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① 会場のようす 1

② イカロボットIKABO-2の展示実演と操作体験



③ 高専ロボコン全国大会準優勝ロボットの展示実演と操作体験

④ 魚釣リロボットの展示実演と操作体験
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⑤ 革細工による鉛筆キャップの製作コーナー

⑥ 会場のようす -2



⑦ 頑張つたスタンフ学生ら



WQ lh

令和元年 10月 22日

2019年度機械工学振興事業資金報告書 (北海道支部 )

1.テーマ名 :「楽 しいメカワール ド2019」

2,実施年月日 :令和1年 10月 19日 ,20日

3 企画者 :

(1)大学・高専名 : 釧路工業高等専門学校 機械工学分野

(2)研究室名 : 熱工学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 (機械分野 )

5年 :谷駿、葛西優大、佐々木大和、田口史也
4年 :佐藤陽香、南條太成、舟生蓮、山田峻平
3年 :井川珠里、古川新日
2年 :野田蒼生、和田真澄

4.来場者総数 : 200名

.企画者から一言 :

酸化ケイ素は、地殻に多量に存在する他、動植物を構成する物質でもある。また、ガ

ラス ロ陶器の原料や農業用の肥料などに活用されており、私たちの生活や文化に深く根

ざしている。当研究室では、再生可能エネルギーであるバイオマスの燃焼後に残る酸化

ケイ素を含んだ燃焼灰の有効活用と灰溶融の低減に取 り組んでいる。とんば玉のような

ガラスエ芸を通 して、身近な問題として広 く考えるきつかけづくりになればと考えてい

る。

6 写真 (実施の様子 )

5

氏

■
■

】
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令不日元年 11月 22日

協賛事業報告書

このたび、ご協賛いただいた下記事業を実施し、滞 りなく終えることができましたので概

要をご報告申し上げます。

記

日本機械学会北海道支部 支部長 殿

1.開催行事概要

1)実施事業名

2)主団体

3)代表者

4)連絡先

5)開催 日時

6)開催場所

生産システム堅誓憲義屋
等
票縁重輸

令和元年度 五稜郭ツーラーカヌー大会

函館工業高等専門学校

本村真治

0138-59-6409

令和元年 ■ 月 2日 (土)8:30～ 13:00

特別史跡五稜郭跡の水堀(函館市)

2.協賛補助金支出概要

1)協賛補助金  70,000円 (2019.6.13受 領)

2)支出内訳

①大会運営関係の消耗品他         55,347円
②保険料 (参加者傷害保険、賠責保険)   27,100円
③スタッフ謝金             20,000円
④副賞                  10,400円

合計   ■2,847円

※不足額は本部 「機工振助成金」及び企業等協賛金にて補填

3)補助金残高   0 円

3.添付書類

1)写真

2)機械学会協賛金出納簿 (本部 「機工振 30,000円 」、他協賛金 12,847円 含む)

3)領収書関係書類一式

4)実行委員会設置要領

5)五稜郭ツーラーカヌー大会実施要項

6)五稜郭ツーラーカヌー大会レギュレーション

7)一般客向けPRチラシ (当 日配付)

8)参力日者 (ス タッフ、選手)一覧

9)結果 (大会記録)

10)報道関係資料

以 上
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令和元年度 五稜郭ノーラーカヌー大会 記録写真

【日時】2019.11.2(土 )10:30～ 12:00  【会場】特別史跡「五稜郭跡」水堀
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2)函館工業高校全 日制チーム
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3)函館工業定時制チーム
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4)函館高専ノーラーカヌー愛好会チーム 5)浮き桟橋での準備



6)マ ンテレース (画工全 日 VS画 館高専)

8)函館工業高校定時制チーム

7)函 館工業高校全 国制チーム

.t"ぃ

9)函 館高専ノーラーカヌー愛好会チーム

10)参加チームとスタッフ集合写真



茨城ブロック ｢第 14回学生のためのなるほど技術者講演会｣ 実施報告書 
 

関東支部	 茨城ブロック 

なるほど技術者講演会担当	 倉本	 繁 

 
1. 行事名  第 14回学生のためのなるほど技術者講演会 

2. 開催日  令和元年 7月 26日 (金) 14 : 20 ～ 17 : 15 

3. 会場  茨城大学	 水戸キャンパス	 教育学部	 D棟 101教室	 （茨城県水戸市文京 2-1-1） 

4. 参加人数 109名 

5. 実施報告 

 
! 本講演会の目的は，大学 1 年生や高専 4 年生などの専門教育を学び始めた学生を対象とし，技術者 

としての心構えや”ものづくり”の素晴らしさを認識させることと，自身の将来像をイメージさせて学 

習モチベーションを向上させることである．第 14 回目を迎える本講演会では，主として機械工学関 

連分野の第一線で活躍する 3 名の技術者の方々から，業務内容の紹介と現在の技術開発状況や関連 

技術，技術者としての心構えなどについてご講演頂いた．講演のタイトルおよび講師は以下の通り． 

 

(1) 14 : 25 ～ 15 : 15	 ｢そうだったのか！	 社会インフラを支える電力流通システム最先端｣ 

㈱日立製作所	 山本	 直幸 氏 

(2) 15 : 15 ～ 16 : 05	 ｢茨城県産業技術イノベーションセンターによる企業支援｣ 

茨城県産業技術イノベーションセンター	 石川	 卓 氏 

(3) 16 : 15 ～ 17 : 05	 ｢開発と現場をつなぐ仕事はおもしろい！｣ 

東京ガス㈱	 新居	 浩 氏 

 
! 図 1，2 に本講演会の様子を示す．講演会に参加した学生からは，講演内容や業務内容に関する多く 

の質問があり，また講演会終了後も学生自身の将来に関する質問や意見交換が行われた． 

 

	

図 1	 講演会の様子(1) 図 2	 講演会の様子(2) 



茨城ブロック ｢第 15回学生のためのなるほど技術者講演会｣ 実施報告書 
 

関東支部	 茨城ブロック 

なるほど技術者講演会担当	 倉本	 繁 

 
1. 行事名  第 15回学生のためのなるほど技術者講演会 

2. 開催日  令和元年 8月 1日 (木) 17 : 35 ～ 19 : 05 

3. 会場  茨城大学	 日立キャンパス	 E1棟 10番教室	 （茨城県日立市中成沢  4-12-1） 

4. 参加人数 102名 

5. 実施報告 

 
! 本講演会の目的は，大学学部生および大学院生などの専門教育を学ぶ学生を対象とし，技術者 とし

ての心構えや”ものづくり”の素晴らしさを認識させることと，自身の将来像をイメージさせて学習・

研究モチベーションを向上させることである．第 15 回目を迎える本講演会では，主として機械工学

関 連分野の第一線で活躍する 2 名の技術者の方々から，業務内容の紹介と現在の技術開発状況や関

連 技術，技術者としての心構えなどについてご講演頂いた．講演のタイトルおよび講師は以下の通

り． 

 

(1) 17 : 35 ～ 18 : 10	 ｢素材が変わる？！アルミで変える！自動車の軽量化｣ 

株式会社神戸製鋼所	 櫻井 健夫 氏 

(2) 18 : 10 ～ 19 : 05	 ｢ここまで進んだ！自動運転技術の最先端｣ 

独立行政法人交通安全環境研究所	 河合 英直 氏 

 
! 図 1，2 に本講演会の様子を示す．学年を問わず多くの学生が聴講し，質疑応答では講演内容の詳細

や最新の関連技術動向についての質問が行われた．講演会終了後も講演者へ質問をしている学生も見

受けられた． 

 

	

図 1	 講演会の様子(1) 図 2	 講演会の様子(2) 
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日本機械学会関東支部東京ブロック 

イベント報告書 

 

東京ブロック長 藤野 賢一郎、文責 企画幹事 玉置 元 

 

東京ブロック企画として、「小中学生のための夏休みメカ教室」を日本科学未来館にて行いましたの

で、ここに報告いたします。 

 

イベント名：「機械の日・機械週間」記念行事  小中学生のための夏休みメカ教室 

   「ロボットを作って動く仕組みを考えよう！」 

運営委員：玉置運営委員、藤野ブロック長、水内運営委員、（50音順） 

開催日：2019年 8月 1日(木)、2日(金) 13:00～17:00 （各日同内容で実施） 

会 場：日本科学未来館 木星ルーム（東京都江東区青海 2-41） 

参加者： 8月 1日 110名以上（小中学生 33、スタッフ 24、父兄および見学者 50程度） 

8月 2日 110名以上（小中学生 35、スタッフ 24、父兄および見学者 50程度） 

 

内 容： 

開会の挨拶（藤野ブロック長（両日））の後、メカ先生（赤澤氏と栁川氏、首都大学東京 学部生）によ

るメカ授業が行われた。今回製作する工作キット（タミヤ製：リモコン・インセクト工作セット）の特徴（6足

での歩行原理、ギア用途、差動駆動機構の操作法）と改造のヒントとなる摩擦について講義いただき、

その後競技会ルール説明が行われた。 

その後、６つのテーブルに分かれて、メカキットの製作実習を行った。テーブル毎に基本 6～7 名の小

中学生に対して、キット製作を補助するチューター学生（メカリーダー）を合計 19名（1 テーブルに 3名、

フリー3 名（メカ先生 2 名含む））配置した。また、運営委員は、教室の進行管理と同時に、製作の遅れ

がちな参加者の補助や見学者（引率含む）に対応（過去に製作したメカキットで遊ばせるなど）した。 

参加者はメカの製作を完了した後に、動作を確認したり、用意した改造用パーツをパーツセンターで

貰って改造に取り組んだり、シール等を用いてそれぞれのメカの装飾をした。およそ全ての参加者が

キットの製作を完了するのに１時間 20 分を要した。第一回目の改造、リモコン操作練習は最も時間が

取れた参加者で約 30分間であった。 

続いて、製作したキットを用いて、競技会と再改造（約 1 時間 10 分）を行った。競技はフィールド内に

設置された紙コップ５個をフィールド外にまで移動させるタイムアタックとし、タイムの速さを競う個人戦と

した。フィールドの周りには壁があり、外に出せる出口が限られる。また、出口の前に障害物があったり、

高い台の上にあるコップは落とす（落とせば OK）などの障害を設けた。チャレンジは一人 2 回とした。ま

ず、1 回目のチャレンジをし、制限時間（1 分半）をクリアした人は、2 回目のチャレンジを選べるようにし

た。1 回目と同じ課題に挑み、更にクリア時間を短くする基本チャレンジと、アドバンスドチャレンジとして、

課題内容を難しくしたもの（高所のコップはそのまま、コップを角に置く、コップを小さいボタン・重たい水

入りペットボトルに変更）を選べる様にした。1 回目のチャレンジの後、チャンレジすることで実感した自

分の目指す目的のための自分の改造の問題点、工夫すべき点を明確にし、それぞれの課題にあった

再改造、及びリモコン操縦練習を行った後、2 回目のチャレンジを行った。多くの参加者がクリア時間を

短縮したり、アドバンスドチャレンジを攻略するなど目標を達成した。 
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競技会後に表彰式を行い、各日の基本チャレンジ 1～3 位、アドバンスドチャレンジ 1 位、およびデザ

イン賞（設計が優れていたものを選出）には賞状と賞品を贈呈した。デザイン賞に関しては藤野ブロック

長から受賞の解説を行った。最後に藤野ブロック長による挨拶を行い、集合写真を撮って閉会した。 

 

感想・コメント： 

参加者（小中学生）は機械の動作原理などを楽しく学ぶことができ、有意義なイベントであった。今回

の工作キットはリモコン・インセクトということで、可動部が足以外になく、各課題をクリアするための改造

はボディに何らかの方法で各課題にあったものを取り付ける（高所のものを落とす角、効率良く運ぶ腕、

低いものを押す・すくうための板状のベロ、重たいものを運ぶ足部の摩擦力向上など）といった改造によ

る性能向上が見込まれたため、事前に改造用のパーツ（自分で形状変更が出来るもの）を準備し、改造

パーツがあること・改造によりメカの性能を上げることが可能であることを製作実習の際にアナウンスし

たところ、ほぼ全員が改造に取り組んでいた。自ら工夫する楽しさと成功／失敗を経験することは、参加

者にとって良い経験になったと思う。 

 

［来年に向けた改善のための意見］ 

・告知について 

昨年度より未来館HPやメーリングリストでの告知ができなくなったため、情報サイト「いこーよ」に告知

ページを作成した。「いこーよ」のページではキーワードが重要。今年は誤解を招くことを避けるため「無

料」、また担当者の力不足で内容として対応できない「プログラミング」のキーワードを削除したが、昨年

ほどの集客が獲られなかった。「無料」のキーワードは微妙（完全無料と言うキーワードもあるため、参

加費無料なので、「無料」としてもうそではない）であるが、昨年と同様に当日表彰前の集計時間の時間

を利用して作ったメカをプログラムで自動化するなどの話や実演などを盛り込むことで、「プログラム」の

キーワードは可能であれば入れた方が良いかもしれない。 

事前参加登録者数が少い時は、許される範囲で当日現場で勧誘を行うとよい。勧誘の際、実際に動くメ

カを持っていって動かすと効果的。 

なお、アンケート結果や当日参加者、興味をもってくださった来館者のイベント中の問合せなどでは、ど

こで告知していたのか、もっと広く告知して欲しい、と言うご意見が複数あり、潜在的な需要はあることが

うかがわれ、「いこーよ」の他にも何か良い告知媒体を開拓する必要があるかもしれない。 

・参加者からのキャンセル・連絡対応 

２日前～実施直前まで、キャンセルなどの連絡があることを前提とする。昨年度は、申込受付は閉めず

におき、当日受付も行ったそうであるが、今年はそこまでは対応しきれないと判断し、前日17時までとし

たのも良くなかったかもしれないが、かなり対応が難しいと思われる。昨年度の引き継ぎ「特に当日朝か

ら実施直前までは、できれば統括幹事ではなく専門に対応する人員を割り当てた方がよい。」と言った

対応が必要になる。 

・連絡がとれない申込者 

今年度は、連絡が取れないといった参加者は居なかったが、メールアドレスに不備があった方がおり、

電話番号によるショートメールで連絡が取れ、訂正ができたため、電話番号欄の記入は重要であると感

じた。 
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・メカや競技内容など 

当日の組み立て・改造に割ける時間は2時間程度である。メカ自体を比較的簡単なものとして、出来る

だけ改造の時間を増やす様にし、そのために競技内容・ルールを工夫するとよい。なお例年、過去に参

加したこともある子が参加してくれるため、過去のメカにあまり見劣りをしない様、その分は競技内容で

カバーする必要があるかもしれない。 

競技内容は、他人と戦う、競わせるものを避け、課題達成タイムを短くするなど、個人競技にする。ま

た、基本無改造でも達成できる内容とし、改造することで更にタイムがよくなるなどの効果が期待できる

ものにすると良い。 

タミヤのメカシリーズの難易度は、個人差はあるが、本教室の対象年齢（小4～中3）に適当である。3年

生以下の子には難しく、時間内に終わらせるには学生やスタッフのサポートがかなり必要であるので、

出来れば対象年齢に限った方が当日の運営はし易い。特に低学年の小学生には付きっ切りのサポート

なしでは無理だと思った方が良い。 

改造のヒントは出しすぎると、それをやろうとしてしまうので、出来るだけ控えた方が子供達の柔軟な想

像力が期待できると感じた。 

・時間配分と進行 

行事日程を半日(実質３時間)としているため、その時間内で組み立て・改造に割ける時間は2時間程度

である。出来るだけ時間厳守を心がける。1度目のチャレンジを出来るだけ早くやってもらい、その結果

を踏まえた上で2度目のチャレンジへの再改造時間を増やせる様に、1度目と2度目のチャレンジ時間を

決めると良い。その時間に参加者が全員チャレンジ出来る様に、適宜時間経過と残り時間をアナウンス

すると共に、各班の進捗を確認し、特に遅れがちな参加者には学生やスタッフに重点的にサポートして

もらうと良い。1度目のチャレンジ前に完全なものを作ろうとせず、不十分でもまずはチャレンジすること

が大切だと言うことを十分に説明しておくと良いと感じた。また、作り始めた後での参加者全員への説明

や連絡事項の伝達はかなり難しいので、子供たちの集中力の持続が心配だが、開会・メカ授業・ルール

説明は最初に全部行う必要があるため、手際よくなるべく短い時間で実施する。 

・アルバイト確保・実施準備 

事前の準備に時間を要するのでアルバイトの確保も含め、早目に取り組みを始めることが重要である。 

また、担当者と密に打合せができ動いてもらえるアルバイト数名が必要。その仕事は、最初のロボット

の選定の相談から始まり多岐に渡る。子供達はどう思うだろうか？どうするだろうか？と言ったことで悩

んだ時は、常に彼らに相談し、アドバイスをもらえ有益。 

・会場注意点 

レイアウト：モニターが５２インチのテレビなので、開会・表彰式は参加者の椅子をテレビの前に並べ、実

際の工作の時間と異なるレイアウトとすると良い。なお、モニターがアナログ接続しかないので、持ち込

みPCに注意。 

室温： 冷房は入っているが、ガラス張りの部屋であるため、室温があまり快適とは言えないので、適宜

水分補給のアナウンスをする。 

・会場の使用手続き時の注意 

参加者との連絡がメールだけであるため、当日欠席の連絡や、2日目の前日（1日目）申込の確認など

のために、「施設利用内容確認書」で、Wi-Fiの利用も依頼しておくと良い。 
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・実施会場の検討 

来年は、オリンピックの影響で、現在 7 月、8 月の予約ができない状態となっている。希望は提出してい

るが、どうなるかはもう少し先の回答となるとのこと。場合によっては他の会場を探さなくてはならない。 

なお、今年も未来館の会場費はリピーター価格で割引となった。しかし、昨年も問題になったように、

サービスが悪くなったこと、都心に近く有名な場所ではあるが交通の便には少し難があることなどから、

ブロック委員会で他会場の検討も必要かもしれない。 

 

 

Fig. 1 キット作成の様子。参加者２～３名にメカリーダー１名がサポートする。 

 

 

Fig. 2 競技会の様子。競技には審判と記録係、テーブルには修理係が残る。 

 



事業報告書 

令和元年 10月 1日 

 

〒376-8515 群馬県桐生市天神町 1-5-1 

群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門 

(一社)日本機械学会関東支部群馬ブロック幹事 

 准教授 川島 久宜 

TEL： 0277-30-1530 

E-mail: hkawa@gunma-u.ac.jp 

 

１．事業名称 2019年度 第 26回小中高校生向けイベント メカメカフェア 2019 

２．主  催 （一社）日本機械学会関東支部（群馬ブロック）（林 偉民ブロック長） 

３．後  援 群馬県，伊勢崎市，伊勢崎市教育委員会，上毛新聞社，群馬テレビ，エ

フエム群馬，前橋工科大学，群馬大学理工学府，群馬大学こうがくクラ

ブ，群馬大学科学技術振興会，群馬地区技術交流研究会 

４．開催場所 スマーク伊勢崎（群馬県伊勢崎市西小保方町 368） 

５．開催日時 令和元年 9月 28日（土）10：00～16：00 

６．参加者数 1016名（来場者：873名、出展者等：143名） 

７．入 場 料 無料 

８．実施概要 

 メカメカフェアは，群馬県内の小中高校生を対象に，機械，科学および技術の楽しさを体

験していただくことを主旨として，（一社）日本機械学会関東支部（群馬ブロック）が主催し，毎年

開催しているイベントであり，本年で 26回目を迎えた． 

 今年度は，小倉クラッチ(株)，太陽誘電(株)，(株)SUBARU，SUBARUテクノ(株)，富士スバ

ル(株)，群馬工業高等専門学校，前橋工科大学，群馬大学次世代 EV研究会，群馬大学技術部，

群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門から計 11件の出展があった．内容としては，屋外

2人乗り EVカーの試乗，実車の展示，金属製棒を間隙の壁に触れないように移動させる体験

型展示，四輪駆動ミニカーの走行実験，ロボットアームを操作しゲーム感覚で機械要素を学

ぶ展示，建造物の建設に用いられる大型クレーンの模型を操作することで学ぶ機械の仕組，

手回し発電器による蓄電体験，空気や液体に関する化学実験，脳波をモニタしドローンを制

御，パワーアシスト付乗り物の試乗など，実に多岐にわたった． 

当日は天候に恵まれ，多くの家族連れで賑わった．子供たちは目をキラキラとさせて，展

示物に見入ったり意外な動きにびっくりしたりしながら，展示スタッフに熱心に質問する様

子も見受けられた．また，子供たちの保護者である大人たちも，身の回りの機械の中に含ま

れる様々な技術を知り，関心を深めている様子であった．このように，参加者は，様々な科

学・工学技術を生で体験し，普段話す機会のない企業研究・開発者，大学生や大学教員とも交流

を深め，大変満足された様子であった．子供たちの理科離れが問題視されて久しいが，本質的に

子供たちは動くものやメカ（機械）が好きな様子であり，その興味をさらに引き出し，理科や技術に

対する関心を高めることができたものと考えられ，当フェアの開催目的は十分達成できたものと思

われる． 

 最後に，助成ならびに後援をいただいた各団体，出展者の皆様，当イベントの事前準備か

ら当日の運営にご協力いただいた群馬大学，こうがくクラブ，群馬大学大学院理工学府知能

機械創製部門の教職員，学生諸君，また，会場施設を提供頂いた商業施設スマーク伊勢崎関

係各位のご協力に感謝の意を表します． 

 



「2019年度 第 26回小中高校生向けイベント メカメカフェア 2019」の当日の会場の様子 

 

 
会場の様子 

 
不思議な理科実験に興味深々 

 

 
脳波を読み取ってドローンの操作 

 

 
ロボットアームを操作する 

 
手回し発電カーでタイムレース 

 

 
イライラ棒で電子回路を紹介 

 
四駆ってすごい！ 

 

 
多くの人が協力してくれました 



日本機械学会東海支部シニア会 2019 年度交流会 実施報告書 

１． 開催日時： 2019 年 6 月 15 日（土） 15：00～17：00 （17：30～ 懇談会） 

２． 場   所： 刈谷市総合文化センター 4 階 401 講座室 （懇談会：２階レストラン） 

３． 出 席 者：  

田中 皓一（会長），湯川 晃宏（副会長），高木 和彦（庶務幹事），斎藤 昭則（顧問），笹谷 

英顕，打田 司，大下 宰一郎，大矢 泰正，田中 敏雄、谷 泰臣，中原 崇文，服部 彰二，

播田 光行，藤本 正男，松原 守（以上、運営委員），鈴村 義一（支部担当幹事） 

  赤土 肇，赤池 茂，有浦 義夫，伊吹 剛，大橋 義仁，加藤 喜昭，桐井 一成，鈴木 照伸， 

   中島 康雄，中田 斉正，（五十音順），以上 27 名 

４．議題： 

（１） 本部イノベーションセンター 人材活躍・中小企業支援事業委員会 報告 （笹谷委員） 

 本部イノベーションセンターの組織変更により，人材活躍・中層企業支援事業が廃止となった旨が

報告された．  

（２） 2019 年度活動内容と担当者確認 

・支部シニア会担当幹事である鈴村氏から，今年度シニア会が関わる支部行事の説明があり，8 月

に「機械の日の小中学生向け事業」では風車に関する講演と，風車を備えた「風に向かって走る不

思議なウインドカー」の工作を行うことが企画され、10 月に「機械工学基礎講座」が実施される予定と

のことであった．「機械の日」事業ており，シニア会から 8 名の工作指導員の要請があった．「機械工

学基礎講座」も例年同様の企画で実施予定であるが，日時・会場が未定とのことであった．この講座

に関してはシニア会から講師 3 名の派遣要請があった．いずれも推薦を決定し了承された． （下記

の写真は交流会の様子を撮影したものである）． 

・その他，11 月に予定する見学会の日時および場所の候補についても検討を行った． 

５．交流会における話題提供 
 運営委員・大下宰一郎氏による「心に残る技術開発のひとこま」という演題の下で，大下氏が現役

時代に携わった各種の開発事業において経験した課題とその解決方法，あるいはその過程で得た

発見や感動についてパワーポイントを用いた講演がなされ，聴取者にとって印象深い物であった． 

 講演会終了後，23 名の出席のもとで会食と懇談を行い会員相互の活発な交流を図った． 

 

    

 



２０１９年９月６日 
日本機械学会東海支部 第６８期 
  企画担当幹事 

トヨタ自動車  上村一整 
豊田自動織機 服部知一 

２０１９年度「小・中学生のためのものづくり体験教室」実施報告書 

１．開催日時・場所と参加人員 
 
  １）日時：８月２日（金） １３時００分～１７時００分 
    「機械の日・機械週間」、「愛知の発明の日」と連携 
 
  ２）場所：トヨタ産業技術記念館 ホールＡ 
 
  ３）当日進行（予定通り） 
 １２：３０～１３：００  受付 （事務局_後藤さんと織機からの応援1名で対応） 
     司会進行  服部知一 幹事 
 １３：００～１３：０５  開会の挨拶 柳田支部長 
 １３：０５～１３：３５  講演 講演：テーマ『風車が回るしくみ』 
   講師：豊田工業大学 流体工学研究室 教授 
   半田 太郎 氏 
 １３：３５～１５：００  工作 風に向かって走る不思議なウインドカー！ 
     司会進行 服部知一 幹事 
     指導 シニア会：9名 トヨタ自動車：2名 豊田自動織機：1名 
 １５：００～１７：００  産業技術記念館見学 ＊自由見学、自然解散 

  ４）参加人数： 

  2019年の事前申し込みは56名（募集60名）  
２．まとめ 
  １）講演 
    ・風の向きが変わると力が発生することをパワーポイントのスライドを用いてわかり易く講演して頂いた（低学年向け 
     に、漢字も考慮頂く）。 大人は勿論、子供にもほぼ理解を得られる適切な内容であった。 
  ２）工作 
    ・工作指導員は、シニア会9名、織機1名、トヨタ2名 合計12名に協力頂いた。 
     指導員一人当りの担当は３～５名となり、指導には余裕をもって進めているグループが多かった。 
     但し、低学年の子供が多いグループは、手厚いサポートが必要で大変そうであったが、時間内には完成できた。 
     参加者達は、道具を使って、切る・貼る・組み立てる・色を塗る等、楽しみながら工作を完成させ、 
     ウインドカーレースでは、一所懸命練習して早く走らせることを体験できた。 
  ３）イベント実施後の工作指導員、幹事のコメント ＆ 関係者（愛知県経済産業局、産業技術記念館）コメント 
    ・講演のスライドは講師が参加者達に理解をえられるように判り易く工夫した内容であり、参加者達への質問を 
     交えたり、翼の実物を回したりして、参加者達の理解を深めることができた。 
    ・工作は、参加者達が主体的に取組み、積極的にウインドカーを早く走らせる練習をしてレースで競い合う喜びを 
     体験できる、とても盛況な雰囲気で進行できた（低学年には競争は酷との意見も有り）。 
    ・「愛知の発明の日」とのイベント共催で来場者が増えて盛り上がり、感謝。今後もよろしくお願いしたい。 
 
  ４）参加者・保護者アンケート結果 （別紙資料１を参照） 
 
  ５）次年度への課題（別紙資料２を参照）・・・2019年末までに次年度テーマ＆骨子を決める 
    ・次回テーマ・・・ウィンドカーは本年で３回目。昨年から代替案を検討するも、未だ良い教材は見つからず。 
     テーマ選定に当たっては、低学年は簡単な工作のみ、高学年と中学は工作と競争とした方が盛り上がりそう。 
    ・テーマとしては、 ・流体 ・機構（からくり） ・振動、機械要素（ばね、減衰、摩擦等） の切り口で検討中。 
    ・子供に物を大切にする心を育むために、参加者から持ち帰り品の材料に充てる名目で参加費徴収検討（１コイン） 
    ・午前中に、指導員の事前ミーティングを実施し、工作のポイント共有を通じたウォームアップとする 
    ・工作道具は、特殊なものが無い限り出席者に準備・持参してもらうことも検討（機械学会で多少の準備は必要か） 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
8 9 9 13 4 6 0 0 0

0 0 0 19 17 14 2 0 0

２０１９年

昨年（2018）

参加者内訳

50 2
52

49 0
49

３．決算書 
   支出合計：２９６，７６９円 （予算額は５０万円） （参考：前年度は３１７，２１１円） 

以上 
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【当日の様子】 

≪開会式≫ 

≪講演≫ 

≪工作風景≫ 

≪レース予選≫ 

≪レース決勝≫ 

≪表彰式≫ 

≪インタビュー≫ 
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機械工学振興事業資金助成行事報告  
申請組織：東海支部 
行事名：機械工学基礎講座 
担当幹事：SOKEN  神谷 治雄，三菱重工  阿部 一彦 
開催日：2019 年 10 月 29 日（火）、30 日（水） 
開催会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）内 第三会議室 
参加人数：35 名 
 
総論 

○参加者は 35 名（昨年 21 名）で昨年度の参加者を大幅に上回った。2 日間の参加が 34 名、 
初日だけの参加が１名であった。 
○昨年度のアンケートで意見が多かった“内容が多い”、“時間が足らない”に対しては、 
各講座内容の見直しにより一定の改善は図られたと判断する。しかしながら同様の声が 
挙げられたことから、次年度は再検討が必要かもしれない。 
 
アンケートまとめ 
○所属機関・部署 企業からの参加が 97％で、設計・機械系部署が 83％ 
○年代 20 代が 63％（昨年 48％）30 代が 14％（昨年 33％）であり、昨年同様に若者が

全体の約８割を占めている。 
○受講目的「現在の実務に利用」が 94％（昨年 70％）であった。 
○会員資格 純粋な機械学会会員は 8％（3 名）、特別員 43％、協賛学会会員 3％、会員外

は 46％であった。個人レベルで見れば 92％が会員外ということである。 
○開催時期 「とても良い・妥当」との回答者が 97％，会場についても「とても良い、妥

当」と回答したのは 88％であり、開催時期・会場とも適切であったと考えられる。 
○受講前の講座内容の印象 どの講座も「受講したい」が約７割（昨年は約６割）であり、

平均的にすべての講座への参加を望んでいるようである。 
○受講後、本講座の改善点 
・スピードが早かった。 

・じっくり講習が受けられるように時間設定をして欲しい。 

・講座時間の拡大 

・少し詰め込み過ぎのような気がする。 

・具体例もありわかりやすかった。 

・失敗の実例があったりしたのでとてもよかった。 

・加工の映像が見られたので面白かった。 

・製図実習は実際の経験ができて良かった。 

・新鮮だった。 

 

 



○その他、ご意見、ご希望 

・全体的にボリュームが多く時間が不足していた。 
・教科書に書かれていることだけでなく、講師の体験や経験値を説明して頂けたので各内容

の必要性が理解できた。 

・先生からいろいろ教えてもらえて良かった。 

・ありがとうございました。大変勉強になりました。 

・資料はわかり易かった。 

 

講義風景 

＜各講座＞と＜製図実習＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 



NO.21

機械工学振興事業資金助成行事報告書

申請組織 :日 本機械学会 関西支部シニア会

申請者名 :シニア会 会長 藤田勝久

行事名 :親 と子の理科工作教室

開催日 :2019年 4月 から2020年 2月 まで

開催会場 :京都市、大阪市、神戸市、西宮市、堺市、箕面市、池田市、高槻市、摂津市、交野

市、人幡市、大津市

教室の>―マ :二足歩行ロボット、ホーバークラフト、観覧車、回転ブランコ、紙飛行機、プ

ロペラカー、ヘリコプター、簡単モータ、よし笛、ブラシカー、振動電車、免震の

しくみ、リングモータ、 ドローン等

開始 12年 目となる本年度は、一般教室は 23会場 。42教室 (う ちジュニア会友専用の教室は 1

回)で実施 し513名が参加、大阪市理科特別授業は 9校で実施し632名が参加した。いずれの

会場でも子供達の熱気にあふれ、保護者及び会場側からも高い評価を得た。

以下に、今年度開催した中から8月 に開催された教室の報告書 (一部)を添付する。

機‐14親と子の理科工作教室 実施報告書

1,日 時  2019年 8月 17日 (ED 13:30～ 15:30

2.場所  バンドー神戸青少年科学館

3.テーマ (1)モーターで回る観覧車,(2)ホ ーバークラフトを作つて走らせよう,(3)

ブルブル振動電車,(4)上手に歩く二足歩行ロボット,(5)プロペラカー,(6)高速・

低騒音の新幹線電車

4.参加者合計 70名
5.運営と感想 (総括およびテーマ (1)よ り抜粋)

・テーマによつて差があるが総計 72名の定員に対し申込み倍率は 13.2倍の高きに達し、

科学館の集客力とこの時期における理科教室のニーズの高さには驚く。

・回転ホイールの組み立ても結構全員が上手に完成した。

・手の速い児童と遅い児童で工作の進行に差を生じたが、早い子には待たせて全員が同じ

ペースで工作を進行するよう心掛けた。

・工作は予定時間を 30分ほど残して全員完成させることが出来た。毎度のことながらク

ルクル回る観覧車を嬉しそうに児童が眺める姿が印象的であった。

・教室の目的は十分達成したと思われる。

支援者の所感

・作業を行 う際には保護者が主だつて作業することなく、児童が主体的に作業を行つてい

た。

・平面的な部品から立体的な完成品を作製することを体験して、児童達はとても楽しそう

にしていたため、これをきっかけにもつと機械などに興味を持つてくれるのではないか

と感 じた。

JSME081




教室の風景



令和元年 12月 26日 

機械工学振興事業資金助成事業 報告書 

日本機械学会九州支部 

事業名：おもしろメカニカルワールド 

 

事業内容：小学生とそのご家族，および中学生を対象とした，ものづくり体験イベントを実施した．

機械学会九州支部内の4 カ所において計6 回開催し，会場ごとに模型飛行機づくりの体験・飛行競技

大会，モデルロケット製作・打ち上げおよびラジコン操作体験，ロボット製作・競技大会をそれぞれ

実施した．各会場では，開催大学・高専所属の学会員に加え，日本機械学会九州支部シニア会および

三菱重工業株式会社長崎造船所からの協力を得て各企画を実施した． 

 

実施責任者：日本機械学会九州支部 庶務幹事 松永久生(九州大学)  

開催日時・場所・参加人数など： 

１．長崎地区 

「子供と親のものづくり教室～飛行機を作ってみんなで飛ばそう！」 

  開 催 日：［第 1回］令和元年 8月 3日（土） 

［第 2回］令和元年 8月 10日（土） 

  場  所：長崎大学 

  参加人数：［第 1回］106 名（児童 50 名+保護者 51 名+見学 5名） 

［第 2回］104 名（児童 49 名+保護者 51 名+見学 4名） 

 

２．宮崎地区 

「おもしろメカニカルワールド～ロボコン教室～」 

  開 催 日：［第 1回］令和元年 8月 17日（土） 

［第 2回］令和元年 8月 18日（日） 

  場  所：都城工業高等専門学校 

    参加人数：39 名 

 

３．熊本地区 

「３Ｄ―ＣＡＤでモデリングを体験してみよう！」 

  開 催 日：令和元年 8月 23日（金） 

  場  所：熊本高等専門学校 

  参加人数：22名 

 

４．熊本地区 

「親子で楽しむロケットとラジコン」 

  開 催 日：令和元年 11月 2日（土） 

  場  所：熊本大学工学部 

 参加人数：180 名 

 

 

収支決算： 

 収入：1,215,367円 

機械工学振興事業資金 180,000 円 

三菱日立パワーシステムズ(株)協賛金 500,000 円 

事業費 535,188 円 

支部活性化費 179円 

 支出：1,215,367円 

 

 



「第25回流れのふしぎ展」実施報告 

神奈川工科大学 石綿 良三   

8月10（土）11日（日），日本科学未来館にて日本機械学会流体工学部門主催，神奈川工科大学共催

「第25回流れのふしぎ展」を開催いたしました．連日の記録的な猛暑に見舞われながらも，2日間で

約2,400人もの方々の来場がありました．「流れのふしぎから未来がみえてくる」をテーマとして，

体験型展示，科学講演，科学教室(工作教室)，空力オリンピック，教員と科学ボランティアのための

研修会を通して，身のまわりの流れに関するふしぎな世界を見て，さわって，遊ぶことで，子供から

大人まで「えっ！？」と驚くような発見をして，そのなぞを解き明かそうというものです．空気や水

のふしぎな現象に夢中になっている来訪者も多く，楽しくためになったとの声をよく聞きました． 

１．体験型展示（8月10日，11日） 

14種類の空気や水の流れを利用したおもちゃや遊びの展示を，スタンプラリー形式で実施しました．

幼児，小学生を連れた家族，中学・高校生のグループや一般、海外からの来訪者らで各ブースは賑わ

いました．スタッフの説明に熱心に聞き入る親御さんの姿も多く見受けられました． 

「流れで遊ぼう」では８種類のアトラクションがあり，それぞれ8月11日には「空力オリンピック」

のステージ１の８つの関門としました．その中の「5回まわしてGO!」(図１)は輪っかに小さな風船

を８個取り付けたものをドライヤーの風で空中に浮かべてくるくる回すもので，子供も大人もびっく

りしていました．他には，ボールの回転を利用して直接ゴールをねらう「コーナーキック」（図2），

薄い円板を筒の中に落としてゆっくりと落下させる「ただよう円板」（図3），まわりを吹く風のエ

ネルギーで風上に走る「ウインドカー」（図4）など実際に体験しながら学べるものになっています．  

             図1 5回まわしてGO!          図2 コーナーキック 



        図3 ただよう円板            図4 ウインドカー 

２．科学講演（8月10日） 

科学講演では，「殻を持っているプランクトン，放散虫とその生き方」（吉野 隆先生，東

洋大学），「ブラックホールのふしぎ」（栗田 泰生先生，神奈川工科大学）と題して，今

話題になっている２つのテーマの講演が行われ，大人だけでなく小中学生を含む延べ約160

名の聴講者が集まりました．吉野先生の講演では，放散虫(図５)という骨格を持つふしぎな

プランクトンについて，その種類や生き方を紹介いただきました．放散虫は，骨格の形態か

らいくつかの種類に分類でき，まるで人工的な造形物であるかのようなその幾何学的な美し

さに見とれてしまいます．また，特殊な生き物ではなく身近に海水から採集できること，繁

殖の仕方などまだ解明されていないことがたくさんあるということでした．栗田先生(図６)

の講演では，今年，映像が撮影できたことで話題になっているブラックホールの基礎をわか

りやすく説明いただきました．ちょうど世の中で関心が高まっていることもあり，質問タイ

ムでは素朴な疑問から専門的とも思えるような高度な質問など時間延長して活発なやり取

りがありました． 

     図 5 放散虫（吉野隆先生講演）          図 6 栗田先生の講演 

 

 



３．科学教室（8月10日，11日） 

ストローで吹いてあやつる発泡スチロール製の「雪だるま」など，自分達で作ることのできるおもち

ゃの工作とそれを使ったゲームをしました(図７)．ふしぎな動きをする雪だるまの動きについてスタ

ッフが楽しく教えてくれ(図８)，例年この工作教室は好評をいただいております． 

参考：http://www.jsme-fed.org/experiment/2009_12/002.html 

       図 7 科学教室              図 8 雪だるまのおもちゃ 

 

４．空力オリンピック（8月11日） 

空気を利用したアトラクションにチャレンジするタイムトライアルです．ステージ１(時間制限なし)は

ドライヤーの風であやつる，①ボールを筒から出す，②にょろにょろ，③棒を取り出す，④円板を取り

出す，⑤風船を運ぶ，⑥ボールの封じ込め，⑦ボールの散歩，⑧５回まわしてGO！ という８つのア

トラクションからなります．８つのうち６つ以上クリアできた人が次のステージ２にチャレンジできま

す．ステージ２は，①卵を取り出す，②ボールの散歩(ステージ２バージョン)，③ボールを入れ･取り出

す，④空飛ぶにょろにょろ，⑤タコ上げ の5つのアトラクションをクリアするタイムトライアルです．

ただし，小さなお子さんは時間に関係なく，体験してもらいました．アジア，欧米などの外国からの来

訪者も多く，参加された方々は一つ一つのアトラクションを驚きながら楽しそうに体験していました． 

 

 

     

図９ 空力オリンピック            図１０ 空力オリンピック 



図１１ ボールの散歩                図１２ タコ上げ 

参考： 

ボールを筒から取り出すhttp://www.jsme-fed.org/experiment/2016_12/001.html 

にょろにょろ http://www.jsme-fed.org/experiment/2016_12/002.html 

 ５回まわしてGO!  http://www.jsme-fed.org/experiment/2017_4/001.html 

 タコ上げ http://www.jsme-fed.org/experiment/2017_10/002.html 

 

５．教員と科学ボランティアのための研修会（8月10日） 

小・中・高校教員，科学ボランティア，教職課程学生等を対象として流れに関わる現象の

原理や応用例について，石綿（神奈川工科大学）が，空気や水の流れを利用したデモ実験

や教材製作を交えながら流体力学の基礎を解説しました．手製の実験教材を参加者自身が

作成し，その教材を基にやさしい解説を交えながら，身の回りの流れに関わる現象につい

てのホント or ウソ！？を紹介しました．講義の中では参加者からの質疑で活発なディス

カッションが行われました． 

      図１４ 研修会               図１５ 研修会 

 

 



６．最後に 

開催に際しては，日本機械学会流体工学部門特定事業資金，日本機械学会機械工学振興事業資金，神奈川

工科大学からそれぞれ助成金をいただくとともに，多くの機関・団体から後援・協賛を頂きました．また，

開催までの準備と会期中の運営に当たっては，大学･高専教員（神奈川工科大学，群馬大学，東京都市大学，

東北大学，香川高専，近畿大学附属高専）の１１名，学生（神奈川工科大学を主として）２７名，一般ボ

ランティア１９名，総員５７名（図１６）の献身的な協力に支えられました．これら，多大なる助成とご

協力に深く感謝の意を表します． 

 

   主催 日本機械学会流体工学部門   共催 神奈川工科大学 

   後援 東京都教育委員会、神奈川県教育委員会 

   協賛 講談社ブルーバックス編集部、「子供の科学」編集部、ナツメ社、高校生新聞社、 

      「理科教育ニュース」編集部、一般社団法人可視化情報学会、一般社団法人日本流体力学会、 

      一般社団法人ターボ機械協会、一般社団法人日本風力エネルギー学会 

 

図１６ 流れのふしぎ展スタッフの集合写真 
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No. 19-47 JSME ジュニア会友向け 機械の日企画 

「親子見学会 ～日本のものづくりと動力機関を学び、将来を考えよう～」 

 

部門企画委員会 宮田学（デンソー）、川口忍（東京ガス）、門馬伸之（日本原子力発電）、小池上一（IHI） 

 

将来を担うジュニア会友に、機械や工学、エネルギーに興味を持っていただくことを目的として、2019

年 8 月 7 日（機械の日）に「日本のものづくりと動力機関を学び、将来を考えよう」をテーマに夏休み

親子見学会を開催しました。本見学会は毎年開催しており、16 回目となる本年は、初めて東海地区での

実施となり、トヨタ産業技術記念館、あいち航空ミュージアムおよびMRJミュージアムを訪問しました。

当日は、晴天の下、ジュニア会友の小・中学生 14名と保護者の方々12名の合計 26名にご参加いただき

ました。（※担当委員を含む総参加者数は 28名） 

午前中に訪問したトヨタ産業技術記念館では、繊維機械が一堂に展示されており、大正・昭和初期か

ら現代に至るまでの繊維機械の歴史を学ぶとともに、実演により、機械が糸を紡ぐ様子や布を折る様子

を目の前で見ることができました。子供たちは、昔の機械が音をたてながら動く様子を熱心に観察して

いました。また、自動車の走る・曲がる・止まる仕組みやエンジンなどの構成部品や生産方法の変遷を

工場のような大きな展示場で見学しました。プレス機械や溶接ロボットなどは、ボタンを押すと動き出

し、その迫力を実感しているようでした。 

午後は、貸切バスで移動し、あいち航空ミュージアムおよびMRJミュージアムに向かいました。あい

ち航空ミュージアムでは、日本の飛行機の歴史に名を残した名機 100機の 1/25スケール模型が展示され

ており、ちょうど、「名機百選総選挙」が行われていました。子供たちは、ショーケースを行ったり来た

りしながら、自分のお気に入りの飛行機を投票していました。また、実際に大空を飛んだ国産旅客機YS-11

などの多くの飛行機を間近に見ることができ、興味深い様子で何度も訪れていました。 

MRJミュージアムでは、YS-11以来となる国産旅客機であるMRJ（スペースジェット）の開発から量

産に至る過程を実物大の展示と最終組立工場での実際の製作状況を通して見学することができました。

子供たちは、主翼の形状やその表面の滑らかさに触れたり、キャビンのシートに座ってリクライニング

を試したりと種々の工夫を実感できたものと思います。組立エリアでは、4 台の MRJ が組立中であり、

展示で学んだことを実物で確認している様子でした。 

参加していただいた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品の応募をお願いしました。優秀

作品は、日本機械学会ジュニア会ホームページ等で紹介する予定ですので、是非ご覧ください。 

最後に今回の見学会で大変お世話になりましたトヨタ産業技術記念館、あいち航空ミュージアムおよ

びMRJミュージアムの方々に感謝申し上げます。また、猛暑の中、熱心に見学いただいた参加者の皆様

に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トヨタ産業技術記念館 MRJ ミュージアム 



コンピュータ支援ものづくり体験 実施報告書 

九州工業大学  鈴木恵友、カチョーンルンルアン パナート  

1. 内容  

開催日時：2019 年 7 月 13 日（土）、14 日（日）  

参加人数：合計 50 名（保護者を含める）  

実施場所：九州工業大学 情報工学部 知的システム工学科 先進機械コース W２１５室 

 

２．概要  

平凸レンズと凹レンズおよびそれを固定する多数の円筒リング部品についてレーザカッ

ター等を用いて試作し、これらの部品を組み立てて記念望遠鏡を作製するワークショップ

を行った。本イベントでは、半導体製造技術や工作機械、CADに関する説明を行なった後、

部品図（CADデータ）を紹介した。続いて、レーザカッターによる加工動画を紹介し、参

加者が望遠鏡を組み立てた。そして、半導体製造技術に関して、分解したスマートフォンの

展示物を用いて、筐体やネジなどのスマートフォンの構成部品や半導体デバイス製造に関

連する精密加工の説明を行った。わかりにくいところは、アニメーションイラストを利用し

補足した。そのほか、 

・半導体デバイスおよび CMP(Chemical Mechanical Polishing)技術の紹介  

・UV光硬化樹脂３Dプリンターの製造実演 

・望遠鏡の原理 

についても来場者の年代層などに合わせて、説明した。 

参加者の多くは、当初、CAD と加工に関するイメージが浮かばない様子もみられたが、

CADデータによりツールパスを計算し、加工する様子を動画や実機で紹介することで理解

を深めることができた。特に小学生以下の参加者からは、CADデータと２次元ステージに

よるレーザ光線の走査する様子、３D プリンターでの UV 照射による各層形成の様子が興

味を深く感じたようであった。また、学内において自分で組み立てた望遠鏡を覗いたりした

姿が見られ、楽しむことができた。子供を対象としたものづくりの感動を実感する機会を設

ける活動を通じて、その基礎となる機械工学分野および関連分野への興味を促進するため、

ますます広報活動を継続的に実行する重要性を改めて認識した。 

最後に本企画は機械工学振興事業資金の支援により運営された。この場を借りて謝意を

表したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１：望遠鏡原理の説明          写真２：親子と一緒に望遠鏡を組立てる 



 

 

  

 

 

写真：望遠鏡作製の風景 

 

 

 

 

 

写真：半導体デバイス製造の説明       写真：身近な光現象の解説 

 

 

写真：紫外線照射積層樹脂ストラップ 

 



理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー 

『 ものづくり最前線 』開催報告 

名古屋大学 鈴木教和，九州大学 林照剛 

1. 日時：2019 年 11 月 29 日（金） 12:30 ～ 18:35  

2. 会場：株式会社IHI 横浜事業所 横浜ラボ 2 階 

3. 参加：46名（学生35名） 

4. 実施報告 

機械工学を学ぶ学生が将来活躍できる場として多様な「ものづくり」産業が存在する．本セ

ミナーでは，わが国を代表する『自動車・電機・機械要素・工作機械・航空機』の各産業分野

の企業で活躍する先輩方に『ものづくりの最前線』とは何か，その実際と製品開発の裏側，仕

事に対する情熱について語って頂き，これから社会にはばたく学生に対してメッセージをおく

って頂いた．いずれの講演においても，基礎知識がなくても理解できるように導入から『もの

づくりの最前線』を丁寧に説明していただき，参加した学生にとっては各分野の理解が深まっ

たようである．以下に，各講演の概要を紹介する． 

 

【1】デンソーのモノづくり 

株式会社デンソー 生産技術研究開発部 除去加工研究開発室長  山口 哲司 氏 

CASEの時代を迎え，自動車業界では技術の急速な進化を遂げている．本講演では，デンソー

におけるものづくりの取り組みとして，自動車製品を支える部品加工についての取り組みにつ

いて説明がなされた．特に，1/N技術やIoT技術の開発を例にとり，最近の事例について紹介が

あった．さらに，同社の雰囲気や人づくりの取り組みについて説明がなされた． 

 

【2】レーザを用いたものづくり 

三菱電機株式会社 先端技術総合研究所 駆動制御システム技術部  石川 恭平 氏 

三菱電機は総合電機メーカとして様々な製品にかかわっているが，中でもFA分野におけるレ

ーザ加工機に強みをもつ．本講演では，レーザ加工機の基本的な原理から，最新開発事例につ

いて説明がなされた．中でも，今後の市場拡大が期待されるファイバーレーザ加工機に関する

同社の最新のヘッド技術，高速化技術・自動化技術に関する紹介があった． 

 

【3】ものづくりに新たな価値をもたらすころがり機械要素の世界 

日本精工株式会社 産業機械技術総合センター 主幹  新井 覚 氏 

ころがり機械要素は，機械の動きに様々な機能をもたらす重要な役割を担う．本講演では，

軸受けとボールねじについて，その原理と開発の歴史を解説するとともに，同社がものづくり

分野に向けて取り組む技術とその哲学について紹介がなされた．中でも，ボールねじの音と摩

擦に着目した特徴的な最新技術について解説がなされた． 

 

【4】私たちの生活と工作機械 

ヤマザキマザック株式会社 技術本部 NC開発二部 部長  鈴木 康彦 氏 

工作機械は「機械をつくる機械」，「母なる機械」，「マザーマシン」とも呼ばれ，我々が日



常生活で普段何気なく使っているさまざまな製品をつくるのに，大変重要な役割を担っている．

本講演では，身の回りの工業製品と工作機械の結びつきを説明しながら，同社の取り組む最新

の工作機械技術として，ギヤ加工，金属積層造形，サーボ制御技術などの紹介がなされた． 

 

【5】総合重工業におけるものづくり最前線 

株式会社IHI 技術開発本部 技術基盤センター 加工技術グループ  長谷川 雅信 氏 

同社は160年以上にわたり積み上げてきたものづくり技術と人材の力によって，総合重工業と

して事業領域を拡大してきた．本講演では，主力製品である航空エンジンの生産に求められる

ものづくり技術とその開発事例として，切削シミュレーション，加工解析，NC最適化の取り組

みが紹介された．また，同分野における学術研究と仕事のつながりについて解説があった． 

 

上記の講演の前には，株式会社IHIの工場見学（圧縮機製造）およびショールーム（つなぐラ

ボ）の見学会を実施した．大型の圧縮機やタービンブレードなどが立ち並ぶ工場を見学し，実

製品の製造・組み立ての現場を見学した．天井の高い大きな工場は圧巻であり，同社のものづ

くりに対する取り組みやこだわりについて紹介があった．また，つなぐラボでは，ショールー

ムとしては珍しい「実際に触れることができる」展示形態で，参加者は一様に興味深く見入っ

ていた．ジェットエンジンの回転軸に直接手で触れて回すことが出来るなど，大変貴重な体験

をさせていただいた．講演会終了後には，講師を囲んだ懇談会を実施し，参加学生が直接講師

と対話する場を設けた．和やかな雰囲気の中，時間を忘れて熱心に質問する参加学生の姿が印

象的であった． 

最後に，ご講演いただきました講師の先生方，会場の提供と工場見学に対応いただきました

株式会社IHIの皆様に深く感謝申し上げます． 

 

  

図1 講演会（左）および講師懇談会（右）の様子 



ロボティクス・メカトロニクス 

ロボティクス・メカトロニクス部門企画行事であるロボットグランプリを，本年は，新たに東京都足立区の

施設であるギャラクシティをお借りして，2019年3月23日，24日に開催致しました．今回で第22回目となるロ

ボットグランプリは，学会会員のみならず，小中学生から大学生，一般人に対する工学技術の啓発活動として

高く評価されたロボット競技会です．今回も，昨年に引き続き，大道芸ロボット，ロボットランサー，スカベ

ンジャー競技の3種目が実施されました． 

1日目に開催された開会式では，佐々木直哉日本機械学会会長よりご挨拶を賜りました．開会式に引き続き

行われました大道芸ロボット競技では，女子中学生を含む計9チームが出展し，趣向を凝らしたパフォーマン

スが披露されました．予定通りに動作しないロボットもありましたが，楽しいストーリー性を持ったロボット

も多く，会場ではちびっこ審査員の厳しい視線にさらされながらも和気藹々と進みました．競技終了後には表

彰式が行われ，優勝チームには，佐々木会長より賞状および研究奨励金，協賛企業各社からの副賞が授与され

ました．最後に，広瀬茂男組織運営委員長，および主催者側である日本機械学会ロボティクス・メカトロニク

ス部門倉爪部門長よりご挨拶をさせて頂きまして，1日目の競技会を終了致しました． 

2日目は，ロボットランサー競技とスカベンジャー競技が行われました．ロボットランサー競技では，参加

者のレベルに応じてマイスタークラス，スタンダードクラスに分かれて競技を行いました．参加したランサー

ロボットは，両クラスの合計で60台にものぼりました．また，スカベンジャー競技には，長野県，北海道，福

岡県からの予選をくぐり抜けてきたチームや，一般参加のチームの合計18チームのエントリーがありました．

両競技とも，最後にはハイレベルの戦いとなり，大変な盛り上がりとなりました．競技終了後，ロボットラン

サー競技，スカベンジャー競技の表彰式が行われ，それぞれの入賞者には，賞状と協賛企業各社からの副賞が

授与され，無事終了致しました． 

24日，25日両日合わせて670名近い参加者（競技参加者を含む）にご来場頂きました．以下に，各競技の詳

細な結果を記載しておきます． 

 

●大道芸ロボット競技（3月23日） 

大道芸ロボット競技では，日本全国から来場した女子中学生のチームを含む計9チームのロボットが順次パ

フォーマンスを披露しました．観客の年少者から選ばれたちびっこ審査員に札を上げて投票してもらい，審査

員はこれを参考に総合評価を行いました．審査結果は以下の通りです． 

 

 

 

大道芸ロボット競技 結果 

 優勝： あやとりロボット   （千葉工業大学） 

 準優勝：3びきの子ぶた   （大阪電気通信大学） 

 第三位：Mecha Glass Harpist （千葉工業大学） 

 技術賞：ちび       （金沢工業大学） 

 技術賞：ピアノ自動演奏ロボット （千葉工業大学） 

 

 

 

 

第22回ロボットグランプリ開催報告
 

 開催日：2019年3月23日（土）～24日（日） 会場：ギャラクシティ（足立区立こども未来創造館） 

 URL：https://www.jsme.or.jp/rmd/RobotGrandPrix/22nd/index.html 

ロボットグランプリ実行委員長 琴坂信哉（埼玉大学） 

大道芸ロボット競技の様子 



 

●ロボットランサー競技（3月24日） 

スタンダードクラス予選，決勝，マイスタークラスの順で競技が行われました．スタンダードクラスでは参

加者54チーム，マイスタークラスでは参加者6チームでの戦いとなりました．スタンダードクラス上位3チーム

と特別賞2チーム，マイスタークラス上位3チームがそれぞれ表彰されました． 

上位入賞者の技術レベルは大変高く，スピードとランスの精確な制御が目を引きました．  

 

スタンダードクラス 結果 

 優勝：NPIT9 SK  （長野県工科短期大学校） 

 準優勝：NPIT10 TK （長野県工科短期大学校） 

 第3位：SIT-厨二病 （湘南工科大学附属高等学校） 

 デザイン賞：レムりんなでなで （静岡大学） 

 奨励賞：for ( ; ; )  （鳥取大学） 

 

マイスタークラス 結果 

 優勝：雷神 （双葉電子工業株式会社） 

 準優勝：LFO （極東技術結社） 

 第3位：ザビエル （千葉工業大学） 

 

 

 

●スカベンジャー競技（3月24日） 

スカベンジャー競技では，多数の親子チームが参加し，見学者も含めて大変な盛り上がりを見せました．参

加者の層が厚くなってきたことから，現在は，初心者向けのビギナークラスと経験者を対象とした一般クラス

を設けています．一般クラスでは，エントリーした12チームによるトーナメント形式で競技が行われました．

操縦テクニックにより高得点を得るチームもあれば，様々な工夫がされた機体を出品してくるチームもありま

した．ビギナークラスには6チームのエントリーがありました． 

ビギナー決勝では，予選上位3チームによるトーナメント戦が実施され，「いっちー 無限」チームが優勝

となりました．一般クラスでは，同じ出場校のチーム同士の戦いとなり，「長井フレンドリー」チームが強さ

を見せつけ優勝となりました．なんと，優勝，準優勝，三位とも同じ学校からの出場です． 

競技の結果，一般クラス，ビギナークラスそれぞれの決勝上位の3チームに，および下記のような特別賞が5

チームに授与されました． 

 

スカベンジャー競技 結果 

 一般クラス優勝：長井フレンドリー 

 一般クラス準優勝：長井ハッピー 

 一般クラス第3位：長井リサイクル  

 ビギナークラス優勝：いっちー 無限 

 ビギナークラス準優勝：いこなぎ 

 ビギナークラス第3位：レオニス 

 

 技術賞：YYKリターンズ 

 デザイン賞：いまちゃんブラザーズ 

 チャレンジ賞：チーム鉄鉱石 

 芸術賞：絶対勝利！ 

 敢闘賞：野岸ファイターズZ 
 

会場内には，各競技会の実施スペース以外にも大道芸ロボットの展示ブースもつくり，多くの人々に広くも

のづくりの楽しさを広める助けとしました． 

スカベンジャー競技の様子 

ロボットランサー競技の様子 



実践セミナー 宇宙工学 夏の学校 2019 開催報告 

  

実施責任者名:岸本直子（摂南大学） 

開 催 日 :  2019 年 9 月 21日（土）～22 日（日） 

会 場 :  ホテルニュー梅屋 （茨城県つくば市） 

参 加 人 数 :   27名 （講師を含む） 

       

概要  

宇宙工学を志す学生向けの企画として，宇宙工学 夏の学校を開催した．本企画は宇宙工学部門では初

の試みであり，合宿形式で開催した．初回は，膜構造のダイナミクスに関する第一人者である日本大学・

宮崎康行先生を講師としてお招きし，“全てを辿る”をキーワードに，膜解析の基礎理論から最前線の研

究まで教授いただいた．参加者は 27名（講師含む）．非常に難しい理論ではあったが，丁寧にご説明いた

だき，また，サンプルプログラムを用いて，理論が実際のプログラムでどの様な形で実装されているのか

を示していただくなど，とても勉強になり有益な講義であった．また，宿泊形式を活かし，夜には複数の

話題提供者（摂南大学 岸本先生，早稲田大学 石村先生，宇宙科学研究所 佐藤先生，静岡大学 有田

先生，防衛大学校 田中先生）と膝を突き合わせた夜話を実施，夜遅くまで熱心に議論がなされた．また，

夏の学校の最後に取得したアンケート結果からも参加者の高い満足度が伺える． 非常に刺激的で，また，

参加者にとって大変ためになる企画であったことより，次年度以降も継続できればと思う． 

最後に，大変有意義な企画となりましたこと，改めて講師の宮崎先生，また夏の学校の開催にご尽力い

ただきました早稲田大学・石村先生，宇宙科学研究所・佐藤先生，話題提供者の先生方をはじめ，関係さ

れた方々に深く感謝いたします． 

 

 

夏の学校の一コマ 

 

夏の学校参加者の集合写真 
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[活動報告] 

第 9回低温度差スターリングエンジン競技会・発表会 

 

 

日本機械学会技術と社会部門 

工学・技術教育委員会委員長 

 加藤義隆（大分大学所属） 

 

１．概要 
 2019年 11月 9日，大分大学旦野原キャンパス理工 9号館にて，第 9回低温度差スターリ
ングエンジン競技会・発表会を実施した．6 組の団体から 10 作品の出品があり，22 人が出
席した．優勝者はいない．当日の作品の動画はhttps://youtu.be/THG-nwJ8jtkで紹介している．
個人的には「機械の設計や企画」の指導について考える場面があった． 
 今回は前日にワークショップを開催する予定であったが，事前の参加申し込み者はいなか

った．11月 8日は大分大学学内の会場において，本会の活動やスターリングエンジンについ
て，通りすがる学生や教員に対し，おだやかに紹介する良い機会となった． 
 
２．出品者や参加者 
 今回低温度差スターリングエンジンを出品した者は，機械系の大学院生 3名，大学教員 2
名，大学の職員 1名である．今回の出品者は機械加工に長けた者が多かった．出品者の中で
は本報の報告者であり事業の発起人である私加藤が最も加工の技能が低い． 
 大分大学関係者以外の地域からの出席者は今回いなかった．今回の競技会・発表会単独の

広報活動は，後述の大分大学による広報を除くと，大分大学の大学祭やその他催しでチラシ

を配布した以外にしていない．大分大学が実施した夏休み期間中の工作教室の広告やチラシ

では本事業に言及した．開催地域の居住者にとって低温度差スターリングエンジン競技会・

発表会の優先順位が低くなる要因はあった．10月半ば以降は地域で工作や理科の啓発イベン
トが複数回続けて開催され，11月 9日も近隣の学校でイベントが開催された． 
 11月 8日はワークショップは開催せず，通りすがりの大分大学の学生や教員に低温度差ス
ターリングエンジンを紹介する時間となった．大分大学は会場であり共催団体だが，通りす

がる者は機械系とは限らず，機械系であってもスターリングエンジンに取り組んでいる訳で

はないので，大学内の関係者は「身近な世間」である．実物のスターリングエンジンを触り

ながら話をすることは通常無く，他のイベントの最中はそれはそれで忙しいため，今回のよ

うに穏やかに紹介ができたのは貴重であった．行事運営の段取りとしても，発表会前日に余

裕を持って会場設営が済んでいるのは良い． 
 
３．発表の模様と表彰について 
 11月 9日の行事は事前に公開された参加の手引きに概ね従って進行された．手引きの PDF
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ファイルが公開されたリンク元は，https://www.jsme.or.jp/tsd/kouen/index.htmlの日本機械学
会技術と社会部門が行事や催しを紹介するウェブサイトである． 

10時以降，参加者が集まり，各自作品の組立や試運転などの準備を行った．13時過ぎに開
会し，1グループずつ動作実演とアピール，質疑応答を行った．一通りの動作実演の後に，
コーヒーブレイクをしながら，まだ動作していなかった作品の運転が試みられた． 

 
表１ 動作実演順に表示した出品者の名簿 
氏名 所属もしくは出品団体 備考 審査結果 

齋藤晋一 大分大学理工学部教員 以前出品した作品と同じディスプレー

サチャンバを利用し，リンク機構を３D

プリンタで作った作品を出品した．  

 

立野結女 千葉工業大学 大学院工

学研究科 機械サイエンス
専攻 修士 1年 

ディスプレーサシリンダに磁石を埋め

込み，ステンレス板の底を着脱容易にし

た．気密を保つ意図で，ディスプレーサ

シリンダの外周に O リングがはまって
いる．上面の板に冷却用の水を張れるく

ぼみが設けられている． 

 

髙井優磨 千葉工業大学 大学院工

学研究科 機械サイエンス
専攻 高橋研究室 修士 1

年 

前日にガラスのピストンが割れてしま

い，大分大学に到着後も加工に勤しん

だ．上面にフィン状の加工が施されてい

る． 

 

井上穂大 千葉工業大学 大学院工

学研究科 機械サイエンス
専攻 高橋研究室 修士 1
年 

クランクシャフトの造形が目を引く．短

期間で機構部の構造を大きく変更し，重

量のバランス調整も対応した．上面にフ

ィン状の加工が施されている． 

敢闘賞 

大坪裕行 大分大学職員 加藤の情報伝達が悪く，機械加工の技能

を封印して作品を出品した．ピストンと

シリンダの作り方が目から鱗． 

 

加藤義隆 大分大学理工学部教員 3 歳以下の未就学児が別事業で装飾した
2019 年度版の工作教室用の機種．クラ

ンク軸を持たない 180度位相差の作品．
四角いディスプレーサチャンバを試作

した作品．以前から出品している機種を

改変した作品，以上 4種類を出品． 

 

 
なお，競技の概要は図 1 に示すように，低温度差スターリングエンジンで引き上げる重り

の重さと速さを競うものである．今回は実施した者がいない．2019年度の第 9回競技会・発
表会では重りを引き上げる動作実演を実施した出品者がいなかった．発表の様子や作品の写
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真を出席者の集合写真を図 2～15に示す． 
審査は，出席した日本機械学会技術と社会部門 工学・技術教育委員会委員が，コーヒー

ブレイクの時間に別室で話し合った．評価基準は曖昧だが下記のとおりである． 
 
・優勝 1 名：競技ルールで 1 位の者 
・敢闘賞 0～若干名：競技会・発表会を盛り上げるような「何か」のある者 
・挑戦賞 0～若干名：不動でも頑張った雰囲気のあるグループ 
・造型賞 0～若干名：見た目の良い SE の表彰 
・その他 0～若干名 
 

2019年度から日本機械学会技術と社会部門の部門一般表彰に表彰対象者を推薦する話もあっ
たが，今回は対象者無しとした． 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 競技の方法 
 

洋灯吊 20㎜*を取り付ける． 
（線径 2.4mm，内径約 11mm） 

巻き上げる糸に 10cm 以上の間隔をあけて目印
を二つ設け，洋灯吊りを通過して糸が巻き上げ

られる際に，目印の一つ目から二つ目を通過す

るまでの時間を秒単位で計測する．目印が洋灯

吊に到達するよりも明らかに早く「重り」がは

かりを離れなければ，時間を計測しない． 

糸がたわみ，なおかつ無駄にはかりに

載っていない状態で，重りの質量を測

る． 

巻き上げる糸や重りに対するバランス

ウェイト等に相当する機能などを持た

せない．10cm引き上げる間の運動が 2
サイクルに満たないようなものは記録

を取らない． 
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図 2 大分大の齋藤氏の発表 図 3 大分大の齋藤氏の新たな作品 

 

  
図 4 千葉工大の立野氏の発表 
 

図 5 千葉工大の立野氏の作品 

  
図 6 千葉工大の髙井氏の発表 図 7 千葉工大の髙井氏の作品 
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図 8 千葉工大の井上氏の発表 図 9 千葉工大の井上氏の作品 

 

  
図 10 大分大の大坪氏の発表 
 

図 11 大分大の大坪氏の作品 

  
図 12 報告者加藤の発表 
 

図 13 報告者加藤の作品で，年次大会市民フ
ォーラムで使用後，別行事で装飾されたもの 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 14 加藤の作品で，クランク軸がないもの  
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４．イベント以外に今後の課題 
 図 16～18に発表終了以降の写真を示す．ヒーター周辺もヒーター以外の場所でも，情報交
換や試行錯誤がなされている．コーヒーブレイク中に動くようになった出品作品もあった．

11月 8日は比較的スターリングエンジンと関わりの薄い方と話す機会を持てたが，11月 9
日は出席者の大半がスターリングエンジンの工作をした者か行事運営の関係者に近い関係の

者が集まった．アルバイトの二人もスターリングエンジンの工作経験者で，一人は以前のイ

ベントで出品してくれた学生である．例年は残った出席者全員で集合写真を撮ったが，図 19
に示す今回の集合写真では全員で集合写真に納まる雰囲気にならなかった． 
今回は，日本機械学会の会員ではない方の参加もあるものの，地域の子供の出席はない．

上述の動画をご覧頂くと，市民向けではない会話もある．しかし，機械系学科の卒業生はあ

んな話をできるということで，興味のある児童や生徒に見て頂いても良いと思う． 
 

  
図 16 コーヒーブレイク 図 17 コーヒーブレイク中の動作成功 

 

  
図 18 コーヒーブレイク中の試行錯誤 図 19 集合していない集合写真 
 
 個人的には今後の課題として「演習問題」の作成を思いついた．動作のある機構を設計・

企画する演習問題である．私自身はそのような演習問題を見た記憶はない．物の製作で試行

錯誤するのは良い経験だが，「経験」を演習問題の形式で伝えるのも大学教員らしいやり方だ

と考える．私加藤は幸いに非機械系コース所属の学生を対象に，「機械工学概論」の授業を担

当しており，2020年度前期の授業で演習問題を試行する予定である． 
 スターリングエンジンが動き難いことは，催しでの利用を困難にしている．アウトリーチ
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活動で，他の題材が 2時間で 10人・20人の小学生を相手に教室をする中で，スターリング
エンジンは並ぶことができない．私加藤が，様々なアウトリーチ活動で，直前のスターリン

グエンジン調整で右往左往しなくなったのは 2019年で，数年前まで前日深夜もしくは当日朝
まで右往左往することがあった．2019年も大分大学の工作教室で，時間内に不具合を解消で
きず，参加者のスターリングエンジンを預かった． 
動き難さは加工精度だけでは解決しない．図 12の左下の出品作品と同型のスターリングエ

ンジンは大分大学の工作教室で 2019年に小学 3年生が工作した．機械加工と比べて「精度」
は無い．図 13の作品も，部品は手工業的に製作され，機械加工で作る一点物とは異なる． 
 
５．おわりに 
毎度のことですが，催しを実施できることに感謝します．個人参加が可能なことは，この

低温度差スターリングエンジン競技会・発表会が，ロボットや乗り物を題材にした著名なコ

ンテストと大きく異なることだと自負します．学んだことが「ものづくり」全般に活きるの

は他のコンテストも同様と思います．ただ，自分で企画・設計したものを持ってきて人前で

披露するところまで全部やるのは大変で，その過程で失敗の機会が設計や製作だけでなくス

ケジュールの管理などでもあります．参加者全員の作品が動く方が催しの見栄えは良いので

すが，失敗する機会があって良いと思います．出品者全員が動かない作品を発表しました．

それも挑戦の姿だと思います．  
 
謝辞 
 関係者各位に感謝します．大分県教育委員会，大分合同新聞，NHK大分放送局，OBS大分
放送，TOSテレビ大分，ＯＡＢ大分朝日放送，エフエム大分，J:COM大分ケーブルテレコム
に後援して頂きました．共催の大分大学からは，関連事業の採択，大分市内に配布される「月

刊ぷらざ」への広告掲載費用の負担，学長の定例記者会見等による広報で配慮して頂きまし

た．大分大学には OITA ものづくり展でも紹介の機会を頂きました．大分大学の岩本教授か
ら写真を提供して頂きました．（2020年 1月） 
 
 

日本機械学会技術と社会部門ニュースレター:  http://www.jsme.or.jp/tsd/news/index.html 
 

日本機械学会 

技術と社会部門ニュースレターNo.41(予定) 

(C)著作権：2020 一般社団法人日本機械学会 技術と社会部門 



2020年 1月 14日 

2019 年度「機械工学振興事業資金」行事報告書 

熊本高等専門学校 制御情報システム工学科 加藤達也 

 

1. テーマ名: わくわく実験講座「風船割ロボコン体験」 

 

2. 日時: 2019年 5月 18日（土）9:00～16:00 

 

3. 会場: 熊本高等専門学校 1号棟 4階実験室 

 

4. 参加者: 26名（小学生 16名＋保護者 10名） 

 

5. 行事内容: 

 2017 年に NHK 高専ロボコンの競技として実施された風船割対決をモチーフとして，市

販のロボットキットを用いたミニ風船割ロボコン競技に取り組んだ．参加者は小学生 16名

と保護者 10名の合計 26名であった． 

 午前中は主にロボットキットの移動機構となるキャタピラ部分を製作し，午後は風船を

割るための機構について，十人十色のアイデアを形にすることに一生懸命取り組んでいた．

最後にリーグ戦形式で 2 対 2 の試合を行い，自分が考えた機構で風船が割れるたびに会場

は大盛り上がりであった． 

 終了後のアンケートでは，「製作時間や試合時間がもっと欲しかった」という意見もあり，

1日で製作から大会まで実施することについては，1日間に分けるなど余裕を持って設定す

ることも検討すべきであると思われる．また，満足度については「とてもよかった」が 73 

%，「だいたいよかった」が 27%であり，参加者の満足度は非常に高かったものと思われる．

今回の講座を通して興味を持った児童が 1 人でも多く工学や科学の道に進んでくれること

を期待する． 

      

     ロボット製作の様子             大会の様子 
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第 31回 知能ロボットコンテス ト 行事報告

当学会が協賛する第 31回知能ロボットコンテス ト (主催 :ロ ボット競技会実行委員

会、他 2団体、http://―。inrOf.Org/)が 、令和 1年 6月 15日 (土 )、 16日 (日 )の
両日、仙台市科学館 (宮城県仙台市)を会場に開催されました。2日 間で延べ約 1,400名

の観客を動員 (仙台市科学館発表)し、特に日曜日は、子供連れの家族などが訪れ、そ

れぞれ工夫が疑らされたロボットの動きに対 して歓声が上がっていました。

今年は、75チームが参加 し、アイデアと技術を競いました。参加チームの内訳は、

大学生が主体であり、他に、高校生、高専生、中学生、社会人のチームとなつています。

本ロボットコンテス トは、1990年から (予備大会を含めると 1989年から)開催されて

いる日本でも最も歴史あるもののひとつであり、高度な競技内容を特徴とする完全全自

動のロボットによるコンテス トです。その競技は、競技台上に置かれている対象物をロ

ボットが自律的に発見し、所定のゴールに運ぶ速さと正確さを競 うもので、チャレンジ

ャーズコースとマスターズコースの 2つの競技が用意されています。チャレンジャーズ

コースでは 3色計 15個のスポンジボール、マスターズコースでは 3色のスポンジボー

ルと空き缶、水入 リボ トルと多様化させたものが対象物となっています。チャレンジャ

ーズコースの競技は、比較的簡単なや り方でも競技に参力日することが可能なルールとな

つてお り、またマスターズコースはかなり高度な技術を要求するようになつています。

(http://―.inrOf.org/irc/ 「競技ルール」をご参照ください)その結果、初心者

から高度のプロ技術者まで、それぞれのや り方で楽しく参力日できるように工夫されてい

ます。また、本競技会の特徴 として、リピータの割合が大きいことが挙げられ、本競技

会に魅せ られた参加者・観戦者の熱気あふれる大会です。

競技の結果は,別紙にてお知 らせ致 します。各コースの入賞チームと賞品などを記載

してお りますので, どうぞご確認をお願い致します。

本競技会は、大学教員 。学生・有志によるボランティアベースのロボット競技会実行

委員会を中心に、日本機械学会様をはじめ、本競技会にご賛同くださる団体・企業の皆

様の、資金的 。物的・人的なご支援により運営されています。この場をお借 りしし、関

係各位に深く感謝を申し上げます。

ロボット競技会実行委員会

代表 高橋 隆行

(福 島大学 共生システム理工学類 教授 )
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事業催事名

開 催 日時

会   場

入 場 方 法

主   催

共   催

協   賛

後   援

協 力 団 体

知能ロボットコンテスト・フェスティバル 2019結果報告

知能ロボッ トコンテス ト・フェスティバル 2019

1次予選・敗者復活戦
2次予選・決勝戦

スリーエム仙台市科学館

無料

ロボット競技会実行委員会、メカ トロで遊ぶ会

一般社団法人 日本ロボット学会、仙台市教育委員会、東北学院大学産学連携推進センター

一般社団法人 日本機械学会、オリエンタルモーター(株 )、 日本信号(株 )、 仙台運送(株 )、 (株 )

ピース電気、 (株)仙台共同印刷、(株)童具館、(株)アル トナー、富士通アイツ>ッ ク株式
会社、日鉄ソリューションズ株式会社

地方独立行政法人青森県産業技術センター、朝日新聞仙台総局、地方独立行政法人岩手県
産業技術センター、NHK仙 台放送局、河北新報社、仙台CATV(株 )、 仙台経済同友会、
仙台商工会議所、公益財団法人東北活性化研究センター、(株)福島中央テレビ、福島民報
社、官城県産業技術総合センター、山形県工業技術センター、読売新聞東北総局、公益財
団法人みやぎ産業振興機構

スリーエム仙台市科学館、学校法人 日本コンピュータ学園 東北電子専門学校デジタル
映像放送科、千葉工業大学工学部 未来ロボティクス学科、東北学院大学 工学部 機械知
能工学科 熊谷研究室、東北大学 大学院工学研究科 バイオロボティクス専攻 田中(真)研

究室、東北大学 自主ゼミナール協議会、大阪電気通信大学 電子機械工学科 鄭研究室、
東北工業大学工学部電気電子工学科 藤田研究室、滋賀県立大学工学部機械システムエ学
科 メカ トロニクス研究室、茨城大学 工学研 知能システムエ学科 森研究室、福島大
学 共生システム理工学類 高橋研究室、大阪工業大学ロボティクス&デザィンエ学部ロボ

ットエ学科 廣井研究室

入 館 者 数  ! 総計 約 1,330人  内訳

土

口

日

日

５

６

月

月

６

６

年

年

一不
一本

令

令

6月 15日 (土)

6月 16日 (日 )

約 830人

約 500人

参加チーム数 : 知能ロボントコンテス ト総数 75台

チャレンジャーズコース マスターズコース

大学生 86 4

高専生 10 1

高校生 4 0

中高一貫校 7 6

社会人 6 1

合 計 63 12

※御共催金、御支援金、御提供品は、競技会の企画・運営費・賞品として、使わせていただきました。
厚く御礼を申し上げます。
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T006‐8585

2019.9.17

北海道札幌市手稲区前田 7条 15丁 目4番 1号

北海道科学大学工学部機械工学科

教授 竹澤 聡

TEL:011‐ 688‐ 2283, FAX:011‐ 688‐ 2283

E‐mail i takezawa@hustac.,p

1,事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー

2.主 催 】ヒ海道科学大学

3.後 援 一般社団法人日本機械学会,独立行政法人 日本学術振興会

4.開催場所  北海道科学大学 F棟ロボティクスエ房

5。 開催 日時 令和元年 9月 8日 (日 )

6。 参加者数 10名 (高校 1年生 2名 ,2年生 2名 、3年生 4名 および保護者 2名総計 10名 )

7.実施概要

夏体みキッズ科学技術セミナーは、科学技術の面白さおよび楽しさを体験 してもらうこ

とを目的として,平成 19年度から数えること 12年 目を迎えた継続的イベン トである。今

年度は趣を変え高校生を対象に,ロ ボットや自動運転車を操ろうとしたとき、その重要な

技術要素の一つが、どのようにして正確な位置情報を得るかについてテーマ設定した。そ

の手法として、状態推定と観測を繰 り返すカルマンフィルタ理論が存在するが、この理論

が高校数学で扱 う内分点の求め方という基本的な内容で説明できることは実はあまり知ら

れていない。今まさに高校生が学んでいる数学が形は変わつても必ず人生に役立つ感性や

知性の倉J造に結びついているのかを知 り、今後の勉学の励みに資することを目的とした。

本年は,9月 8日 (日 )午前と年後、独立行政法人 日本学術振興会の協力得て、自作ロボ

ットの組立を確実に進め、全員が失敗することなくロボットカーによる実験に取り組むこ

とができた。また、実験データを micrOSDカ ー ドから抽出し、表やグラフにまとめた結果

に考察を加え、研究を行 う際に必要なデータ整理について解説する講座を実施 した。

写真 2枚 目で参加者が手にしているのは「未来博士号」の証書である。

参力日者は全員保険に加入することで安全面に配慮 し、組立パーツの事前バ リ取 りを実施

した。熱中症対策として警備室と連携 しエアコンの動作および講座の最中の水分補給を励

行および救急箱も忘れず配備 した。今後の発展性、課題としては、自分でつくったものが

動 く達成感 と、そこに至る過程での難 しさに気づいてもらうことのできる講座であつたと

位置付ける。当日の欠席者はゼロ名であつたが、参力日人数が少なかつた要因の一つとして、

高校の学年暦により定期試験 日程にぶつかる学校もあり、夏休みを外 した実施については

十分な検討が必要であると感 じた。最後に,助成を頂いた機械工学振興事業資金、実施計

画、事前準備に加え当セミナーの運営にご協力頂いた公益社団法人 日本機械学会に深く感

謝の意を表するとともに、今後とも本セミナーの継続,発展に支援をお願いする次第です。
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第１９回ロボット・トライアスロン札幌大会 

運営委員会事務局 花島直彦（室蘭工業大学） 

 

 機械工学振興事業資金の助成の下で，令和元年９月２９日に第１９回ロボッ

ト・トライアスロン札幌大会（実行委員長：高島昭彦（北海道科学大学））を開

催しましたので，その概要についてご報告いたします． 

 ロボット・トライアスロンとは，自律移動ロボットがコース上の３つの連続

した課題をこなすタイムレースで，工学系学生に対するメカトロニクス導入教

育を目的に 2001年度からスタートしました．貴助成金により第２回から全道レ

ベルに拡大し，今年度で第１９回目を迎えました．今年も例年通りの参加者数

となり，７つの教育機関から３３チーム８６名，教員１７名の参加がありまし

た．大会は北海道科学大学の大学祭の中で行われ，青少年から一般市民まで多

くの観客が集まり，機械工学の振興に一役買いました． 

 今年度は，昨年度と同じ課題設定とし，ライントレース，障害物回避，玉入

れの３つで構成しました．玉入れは，ピンポン球をロボットに積み込み，ミニ

コーンの中に入れる課題です．全体で７チームが玉入れに成功し，最高で２１

個を入れるチームがありました．いろいろな機構のロボットが登場し，学生の

創造性や技術レベルの高さを実感いたしました．また，今年は初めて取り組む

チームが多かったのか，完走率は５０％と昨年を下回りました．  

 第２０回の節目となる大会は令和２年９月２７日（日）に室蘭工業大学がホ

ストとなって実施する予定です．さらに詳しい情報はホームページ

(http://www.robot-triathlon.org/top.html)に順次掲載していきます． 

 最後になりましたが，本事業への継続的な御支援に対し深く感謝申し上げま

す．ありがとうございました． 

  

競技後の記念撮影 


